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第１節 日本とモンゴルことわざについて  
 





















                                                   
1 柳田 1951 年民俗学の辞典  
2 『日本のことわざ (四)概論・講説』p.332. 
3「ことわざは現代人にどのように受け入れられているか」『放送研究と調査』6 月号 1993 年・ＮＨＫ
では、昭和 61 年度から毎年「言語環境調査」を行っている。現代人の言語生活の実態を探るとともに、
ことばに対する意識や関心度などを総合的に調べ、放送のことばの改善と向上に役立てることを目的し

























































Хуурсаар хуурсаар худалч    だましてだましながら嘘つきに  
хумсалсаар хумсалсаар хулгайч 盗み盗みながら泥棒に  
 
このことわざの二行目を入れ替え、次の  

















Өртэй бол баян,   借金あれば金持ち  
Өгөхгүй муривал бүр баян.  返済せず引き延ばせばもっと金持ち  
 
10 мянгыг хулгайлвал ганц худагт,  一万円盗めばガンッ・ホドク※に(入る) 






「怒りは人を苦しめ 山は馬を苦しめる」ということわざからは  
 
Уур биеийг зовоох   怒りは体を苦しめる  


































Void will be void 空は空ならん  (原文：Boys will be boys) 
Any saved is a fortune spurned いかなる貯えも唾棄される財産  







                                                   

































                                                   


















































一方日本では、日本では 1872 年に男女区別なく、学齢 6 歳になると学校に通える公共
教育がはじまった。当時は男女の就学率は男性の方が女性に比べて圧倒的に高かったが、
















ダー観は時代とともに変化している。また、男女の意識の 20 年間(1970~1990) の変化を、
ことわざからではなく、ジェンダー特性語の認知の調査を通じて考察した湯川 (2007)の研
                                                   































                                                   
11 この研究では、大学におけるジェンダー特性語の認知が 20 年間どのように変わったかについて考察













































































































 まず、日本のことわざの研究史について、本論と関わるものを中心に振り返る。  
筆者の研究に関係が深い、後述する現代のミニマム研究より前の近代の研究史を概
観すると、まず 1905 年末～06 年頃文部省の指示で日本における民謡やことわざなど

















                                                   
12 ピエール＝マリ・キタール p.35 


















『故事ことわざ辞典』鈴木冬棠三、広田栄太郎編 1956 年東京堂出版、 収録項目 
数不明 
『故事俗信ことわざ大辞典』第一版 1982 年 小学館   (収録数四万三千項目)  
『故事ことわざの辞典』尚学図書編集 1986 年 小学館発行 (収録数一万五千項目) 
『言いたい内容から逆引きできる 故事ことわざ辞典』戸谷高明 1993 年 創拓社  
 (日本と中国の故事ことわざを中心に約 2,600 項目が収録されている) 
『実用 新ことわざ辞典』1999 年 荻久保泰幸 ナツメ社 収録数不明 (およそ一万) 








































                                                   
15 Mieder ,Wolfgang (1994)Paremiological Minimum and Cultural Literacy”in : 























の研究では、① 使用されたことわざは何か ②使用者は誰か ③ 使用された時と
場所 ④ 使用された時の状況は、などの項目をつくり、それに従って、それぞれカ
ードに書き込んでもらう方法で行なわれた。結果的には大学の講義・講演などで使用
された 27 例、家族間または学外での使用例 30 例、学生達の間で使用されることわざ






                                                   
16 国際ことわざ研究の電子ジャーナル 1-1995.Wolfang Mieder Paremiological Minimum and 
















はこの研究方法による鄭の「PS リスト」に含まれる日本のことわざが 24 件18となり、こ
れらのことわざが中核ことわざに当たるという結論を下した。日本のことわざの想起度数
                                                   
17 中核ことわざ：ほとんど誰でも知っていて、よくつかわれることわざ  
 基本ことわざ：多くの人が知っていて、比較的によく使われることわざ  
 重要ことわざ：ある程度の人が知っていて、たまに使われることわざ  
 周辺ことわざ：ほとんどの人が知らないし、使われることもほとんどないことわざ (上注：p.19.) 



































































































                                                   
19 金子武雄 .p.7. 彼は、「ことわざ」のことは、「事」の意ではなく、「言」の意であるということ、「わ
ざ」は、古代の行われていた「わざうた (童謡)」・「わざわひ(禍)」「わざをき (俳優 )」などという語の「わ
ざ」と同じであることや、神がその心を、世の人の口を借りて言わせるものを「ことわざ」というなど
のように解釈した。  




































































                                                   
























によって編集された『モンゴル語を向上させる政策』の第 9 巻では、Б.Содном による 700
あまりのことわざ集が掲載され、当時としては最大のことわざ集と言われている
(Ш.Гаадамба, Цэрэнсодном, Монгол ардын аман зохиолын дээж бичиг.1978.)。それ以降
学者たちによる民謡、賛歌、昔話、なぞなぞなどの口承文芸の収集やそれらの文献も次々
と出版された(例として、1956 年の Л.Мищиг,Б.Содном らによる『モンゴルのことわざ集』
の出版がある)。さらに、Ж.Дашдорж,Г.Ринчинсамбуу らは 1964-1966 年の二年間をかけて
11070 項目を含む『モンゴルのことわざの海』(2 巻)を編集し、解説、分類などを行い、こ
れが学問的な権威をもつ業績とされている (Х.Сампилдэндэв.2006: p.10)。  
                                                   































                                                   
24 Х.Сапилдэндэв, Ш. Гаадамба. Монгол аман зохиол. 2006. УБ. 
25 
 




















                                                   
































                                                   






























結果、最も収録数が多いと考えられる『モンゴルのことわざ』(Монгол ардын зүйр цэцэн 
үг 2008)をミニマム造りの母体として使用することとした。この辞典は 1964 年に初版が










性 9 名、女性 11 名であった。回答者は在日モンゴル人留学生とその家族・友人によるも














答されたのはわずか 29 項目しかなかった。B の「知っている」ことわざは使っているも
のとは限定されていなかったため、A より二倍以上も上回り、年齢別、男女別でも明らか










具体的には、個々のことわざについて、20 人(回答者全人数)=A+B+C とし、A と B を合





ということわざは A2 B2 C17 となっていたため、使われていないことわざとして、リス









表：2.1 年齢、男女別に分けたことわざの使用状況 (モンゴル) 
A よく使っていて、知っている      B 知っている      C 知らない  
     10 代 (人) 20 代 
(人) 
30 代 (人) 40 代(人) 
男[1] 女[1] 男[3]        女[3] 男 [3]       女[7]  男 [2]       女[0] 
A 18 31 52 47 46 51 68  
B 85 76 107 84 74 87 81  




























った。下の表は A と B の合計が C より多いとなった 40 項目のことわざであり、決して A




する調査では、上述のようにこの数は 116 にのぼっている。  








表 2.2: 年齢、男女別に分けたことわざの使用状況 (日本) 
A よく使っていて、知っている      B 知っている      C 知らない  
  20 代 
(人) 





















A 0  1 4  3.7 2 21.7 41.5 29 
B 5  30 12  25.7 17.5 49.6 62.3 57 
C 227  215 230  216.7 227.5 174.3 142.3 152 
 











  表 2.3 日本のことわざのリスト (予備調査によって抽出されたことわざ ) 
   (A.よく知っていて、日常的に使っている    B.一応知っている    C. 知らない)  
 
1 117 親の七光り  A15B4C1 
2 49.  夫を尻に敷く  A12B8C0 
3 135 女は弱しされど母は強し  A11B6C3 
4 192 .似合う夫婦の鍋の蓋（破れ鍋に綴じ蓋）  A9B2C10 
5 220 男は当たって砕けろ   A9B8C3 
6 102 女の細腕               A8B8C4 
7 156 .女房の妬くほど亭主もてもせず   A8B4C8 
8 219  女房と畳は新しい方が良い      A8B9C3 
9 241 夫婦の喧嘩は犬も食わない  A8B12C0 
10 171 夫婦は苦楽を共にする         A7B8C5 
11 172  夫婦は他人の集まり        A6B9C5 
12 176  娘三人持てば身代潰す                   A6B6C8 
13 191 女の言うことには富士の山もなびく  A6B1C1 
14 198 母も母なら娘も娘     A6B11C3 
15 54  妻の恥は夫の恥       A2B11C7 
16 131 女は魔物     A6B13C1 
17 228  .此の父有りて斯にこの子あり  A4B11C7 
18 5  男は天下を動かし、女はその男を動かす  A0B9C10 
19 17 男は生まれた時と親が死んだとき以外には泣かぬもの  A2B9C8 
20 18 父の恩は山より高く、母の恩は海より深し   A5B9C5 
21 36 大男総身に知恵が回りかね  A5B7C7 
22 38  十五六の娘は箸の倒れたのもおかしがる  A5B9C6 
23 44  夫唱えて妻随う    A5B6C8 
24 52 姑が憎けりゃ夫まで憎い    A3B6C10 
25 74 男は閾を跨げば七人の敵がある  A5B8C6 
33 
 
26 90 男やもめに蛆がわき、女やもめに花が咲く   A6B7C6 
27 96 女は女同士   A6B5C8 
28 97 女は氏無くて玉の興に乗る       A3B6C10 
29 110 .親に似た蛙の子   A3B8C8 
30 121 女の口と財布の口は締めておけ  A2B8C9 
31 122  女の心と秋吹く風は夜に七遍変わる  A2B8C9 
32 123  女の子は女に付く    A3B6C10 
33 124. 女の猿知恵        A3B7C9 
34 145 犯罪の陰には必ず女あり        A5B8C6 
35 147 父は天、母は地   A2B7C10 
36 160 嫁は憎いが孫は可愛い        A4B12C3 
37 195 婿には花を持たせ     A3B7C9 
38 203  女房と味噌古いほどよい  A3B8C8 
39 237 一生の得は良い女房を持った人     A4B6C9 
40 244 女の子には学問いらぬ   A4B8C6 























































A (またはア) よく知って、日常的に使っているもの  
B (またはイ) 知っているもの(必ずしも使っているとは限らない) 
C (またはウ) 知らない、またはわからない  
２．ことわざに含まれた男女の意識は現代の人々の男女の意識と合っているかどうか  
D その通りである  
E そうとは思わない  










調査内容：上記の第 1 部及び第２部 
調査地：モンゴル国ウランバートル市内  
調査時期：2009 年 10 月 13 日～2009 年 10 月 29 日(第 1 回目) 







 調査対象：20 代、30 代、40 代、50 代と 60 代以上に年齢を区切った男女  
2). 日本語のことわざの調査内容：日本語の男女について 104 項目のことわざ  
 調査内容：モンゴル語のと同様、第 1 部及び第２部 
調査時期：2010 年 6 月 30 日~2010 月 8 月 30 日 
調査地：日本・仙台市を中心に  
調査対象：20 代、30 代、40 代、50 代と 60 代以上に年齢を区切った男女  
      















表 2.4 総合的なことわざのアンケート調査の参加人数状況  
日本 男性 女性 モンゴル  男性 女性 
20 代 24 21 20 代 25 26 
30 代 18 28 30 代 25 23 
40 代 14 32 40 代 23 16 
                                                   
27 その理由は以下の通り。基本的に第一と第二を同時に行ったが、一回目の調査ではモンゴル語の総合
的なことわざのアンケート調査の質問に不十分な部分が見られたため 2010 年 4 月 28 日～2010 月 5 月
6 日(第 2 回目)の期間中に再度質問を訂正し、調査をした。なお、参加者の年齢が 50 代と 60 代が明ら




50 代 13 18 50 代 13 5 
60 代~ 16 9 60 代~  2  3 






配布から回収まで代表１人当たり約 3～7 日間要した。男女合計 247 人のから得た回答の
中では、無効になったもの、あるいは回答法を間違ったもの 15 例があった。残る 232 名
が、ほぼ説明通り回答できたと考えられる。参加者の人数は次表の通りである。  
日本におけるアンケート調査もモンゴルの場合と同様に行った。調査人数は当初各年齢か
ら男女 25 人ずつの合計 250 人を予定していたが、記入漏れや調査用紙の回収できなかっ
たものを除き、最終的に合計 193 人の回答者となった。  
 
表 2.5 回答者の人数の一覧  
日本 男性 女性 モンゴル  男性 女性 
20 代 24 21 20 代 23 48 
30 代 18 28 30 代 18 28 
40 代 14 32 40 代 25 25 
50 代 13 18 50 代 16 19 
60 代~ 16 9 60 代~  16  14 




 表  1.6 モンゴルで行った男女についてことわざのアンケート調査の回答者の学歴一覧  
 女性       男性 
大  専  高  中  小  不明  大  専  高  中  小  不明  
38 
 
20 代  42  5 - - 1 19 - 4 - - - 
30 代  26 - 2 - - - 13 - 5 - - - 
40 代  24 - 1 - - - 17 - 8 - - - 
50 代  14 - 3 2 - - 15 - 1 - - - 
60 代  11 -  1 1 1 12 - 2 2 - - 
合 計
(232 人) 
117  11 3 1 2 76  30 2   
 
 表  2.7 日本で行った男女についてことわざのアンケート調査の回答者の学歴一覧  
 女性       男性 
大  専  高  中  小  不
明  
大  専  高  中  小  不明  
20 代  14 2 3 - - 2 18 2 4 - - - 
30 代  16 3 3 - - 6 11 3 3 - - 1 
40 代  20 - 10 - - 2 10 1 3 - - - 
50 代  9 1 6 - - 2 9 1 1 - - 2 
60 代  4 - 5  - - 6 - 10 - - - 
合計  
(193 人) 








































































A Woman’s place is in the House 
(女性の居場所はホワイトハウスであり下院である ) 
 A Woman’s place may be with New York life 
(女性の居場所はニューヨークの生活にあろう) 
 








                                                   
28 穴田 .『ことわざ社会心理学』  













































 1206 年 テムジンがモンゴルを統一、チンギス・ハンを称し、モンゴル帝国成立。  
 1227 年 西夏を滅ぼす。チンギス・ハン死去。 
 1234 年 南宋と連合し、金を滅ぼす。 
 1260 年 チンギス・ハンの孫フビライは大汗になり、モンゴル帝国から大元と改称。  
 1279 年 南宋を滅ぼす。 
 1368 年 元朝は朱元璋が建立した明に滅ぼされ、モンゴル族はモンゴル高原に後退。  
 1634 年 モンゴルは清の支配下に置かれ、北元は滅亡。  
 1911 年 12 月 1 日モンゴルは 200 年以上にわたる清朝の支配から独立を宣言し、全権君
主制国家を樹立。  
 1921 年 3 月封建主義と植民地主義に対する革命運動が高まり、モンゴル臨時人民政府
と人民軍が創設され、社会主義国家モンゴル人民共和国が成立。  
 







                                                   



































































                                                   


















































ではなかったのである。「大帝国の法律」 (Их засаг хууль)には、軍に召集された、あるい
は戦争へ行った男たちの代わりに妻たちが家庭を運営すべきである」(チンギス・ハンの命




















                                                   










































































































Сайхан хүүхэн жаргалын чимэг  Ухаантай эх гэрийн чимэг  
きれいな娘は幸運の飾り 賢い母は家族の飾り。  
Эхт өнчин өөдөө  Эцэгт өнчин уруугаа . 





Эзэн муутын хороо хүйтэн  Ээж муутын хоол хүйтэн  
ダメな(家畜の)飼い主の囲い柵は寒い 母親がダメな家は飯が冷たい。 
Үүд муутын хоймор бүү суу  Эх муутын охиныг бүү ав.  




Хадам эх халтай  Хойт эх хортой. 
姑は険悪 継母は憎悪。  
Хойт эх, эх биш  Хошногоны шөл,шөл биш. 
継母は母ではない (羊の)ホシギノグのスープはスープではない。  





Аавын үгүйд ах нь аав  Ээжийн үгйд эгч нь ээж. 








父親が居ない時兄は父親代わり 母親が居ない時姉は母親代わり。  
Сиймхий ч бол гэр минь  Сэгсгэр ч бол ээж минь.      
ボロボロでも我が家 だらしなくても私の母親。  
 
・身振りや行動に関するもの 
Аавдаа адуу манахыг зааж  Ээждээ утас ээрэхийг сургана.      



























Аавын үгүйд ах нь аав  Ээжийн үгйд эгч нь ээж. 
父親の居ない時は兄が父親代わり 母親の居ない時は姉が母親代わり。  
 

























                                                   











Сайхан хүүхэн жаргалын чимэг  Ухаантай эх гэрийн чимэг.  
きれいな娘は幸運の飾り  賢い母は家族の飾り  
Ээжгүй охины хөх том  Эцэггүй хөвгүүний толгой том.  





Ааваа санавал авгаа Ээжээ санавал нагцаа.  
父を思えば伯父をも思え 母を思えば伯母をも思え  
 
・地位・役割 






Охин хүн баруун нүд сохор  Барлаг хүн хоёр нүд сохор 
女の子は右目が見えぬ 下僕は両目が見えぬ。  
意味：女性は馬鹿であるという意味を表す。基本的にモンゴル人は日の出の方向 (左側)を好む。  
Цагаан зээр,охин хүн хоёр нутаггүй  Царил,зээтүү хоёрт эзэн мундахгүй.  
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カモシカと女の子に故郷はなし ツルハシと鋤には持主が少なくない  
※日本語の「女は三界に家無し 42」と類似する。女性とカモシカには故郷、居場所がない
が農業の道具は持主に困らないほど需要があることを表している。  
Хүүг ажлаар нь  Хүүхнийг үйлээр нь. 
息子は働き振りでわかる 娘は裁縫でわかる。  
Ээжээрээн заалгах нь охины ёс  Эцгээн залгамжлах нь хүүгийн ёс.  
母親に教わるのが娘の礼儀 父親に教わるのが息子の礼儀。  
 
・性格、美徳、特質などの属性 
Хүүхний муу ээжийдээ  Эдийн муу эзэндээ. 
娘の出来の悪さは母親によるもの もののありさま(保存具合)は持ち主によるもの。  
Эцэггүй хөвгүүн зайдан  Эхгүй охин зайдан. 




きれいな娘―賢い母、母なき娘―父なき息子、  女の子―下僕 / 娘―息子 / 
動物の比喩  
女の子―カモシカ(特定の居場所がないもの ) 






iv. 嫁についてのことわざ  
 嫁についてのことわざも多数に上るので、【資料 3】にまとめて掲げておいた。日本では
結婚した女性は相手の家族の人間になり、その子供も父親側を継ぐ習慣があり、女性は家

































Муу лам сүмийн булай  Муу эм гэрийн булай.  
悪いラマ僧はお寺に嫌われる ダメな奥さん家族に嫌われる。  
Муу л бол баруун гэрийн хар эм  Муухай л бол хойд захын хар овоохой.  
                                                   
43 С.Бадамхатан.Оунны Соёл 1.Гэрлэлт,хуримлах ёс,өрх гэр . УБ. 
44 マルチーヌ・セガレーヌ『家族の歴史人類学』  
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悪ければすべてとなりの醜いオバサンのよう 醜ければウラのゴミ屋敷のよう。  
 Муу хүн муугаар цайлна  Муу эм бузраар дайлна.  
悪人は悪でお茶を出す 悪妻は汚さで招待する。  
Муу эм хормой баастай  Сайн эм атга баастай.  
できの悪い嫁は糞だらけの裾 できる嫁には糞が一握り。  
＊赤ん坊の世話をする女についてのことわざである。  
Муу эмээл морины дайсан  Муу эм эрийн дайсан. 
ダメな鞍は馬の敵  ダメな女(奥さん)は男(旦那)の敵。  
Сайн нохой хотоо сахина  Муу эм үүд хэснэ. 
良い犬はホト(家畜小屋 )を守る 悪い女は客に行く(家々をたずねて出歩く)。  
Сайн эм хань  Муу эм ад.  
良い女(嫁は)つれになり 悪い嫁は邪魔。  
Эм муу боловч насандаа  Хоршоо муу боловч жилдээ. 
悪い女(奥さん)でも一生(暮らさなければならない ) ダメな売店でも年中 (営業しなければなら
ない)。  
Эмчийн муугаас үхнэ  Эмийн муугаас ядуурна. 
医者のせいで死ぬ  女のせいで貧乏になる。  
Амь үнэнч  Авгай худалч. 
命は真実 嫁は嘘つき。  
Ааш муутай эхнэр айлтай айл явахгүй   




Муу идэш жилийн гай  Муу эхнэр насны гай. 




Сайн морь замын хань  Сайн эхнэр насны хань.  
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良い馬は旅の友 良い奥さんは生涯の友。  
унаа сайтын явдал бүтэн  Авгай сайтын нэр бүтэн. 
乗り物 (主に馬を指す )のしっかりしている人の仕事はうまくいく 奥さんの良い者は評判が良
い。  
эдийн чанар эдлэхэд мэдэгдэнэ  Эхнэрийн чанар ханилахад мэдэгдэнэ.  
物の質は使い方による 嫁の質は暮らしてわかる。  
Сайн бэргэн ээж мэт  Сайн бэр охин мэт.     
良い姉(嫁は)母親の如く 良い嫁は娘の如く。  
 
・身振り、行動に関するもの 
Ёолж төрөхгүй бол үр биш  Ёсолж авахгүй бол эм биш.  
腹を痛めて産んでなければ子ではない 儀式に従ってもらってないと女房ではない。  
Жирэмсэн хүний шээх газраас холдож үзээгүй   
Жижиг тугалын билчээрээс гарч үзээгүй. 
妊婦は便所から離れたことがない 子ヒツジは群れから離れたことがない。  
※妊婦は行動が不便であるため、あまり遠い所まで行けないことや常に子ヒツジのような弱い
生き物の行動範囲が狭い、という意味で、実は知識を求めない弱者を風刺したことわざ。  








Эрийн боол гэрийн зарц .  (女は)男の奴隷 家族の使用人。  
Эрийн хүчинд эхнээрийн царай дээшээн 
Эзний хүчинд нохойн сүүл өөдөөн.  
旦那(男)の恩恵で奥さんの機嫌がいい 飼い主のおかげで犬の尻尾が上に向く。  






Аваагүй байхад авгай сайхан   Алаагүй байхад үнэг сайхан.  
貰わぬうちの嫁は綺麗 殺さぬうちのキツネはきれい。  
Эдийн чанар үнэндээ  Эхнэрийн чанар өнгөндөө.  











ダメな女―ダメな鞍/ 醜いオバサン―ごみ屋敷/ 悪い女―邪魔者/ 悪い女―ダメな売店/ 







































                                                   
45『БНМАУ-ын угсаатны зүй』1987. ⅣБүлэг「Оунны СоёлГ.Батнасан1.Гэрлэлт,хуримлах ёс,өрх гэр .」





47 同上。ⅣБүлэг.Ардын хэв заншил,зан үйл(民衆の習慣) pp.270-285. 




























する息子(自分の父親に放牧を教える 自分の母親に糸を紡ぐのを教える ) が揶揄されること
わざなどに、常に「父」と「息子」が対置されて登場する。モンゴルの文化では父が息子
に様々な知識を教え、母が娘に家事などを教える習慣がある。父にとっても「息子」の存
                                                   
49 『中央アジア蒙古 旅行記』カルピニ /ルブルグ  護雅夫 訳  

























Ааваасаа өөр хүн таньдаггүй  Агтнаасаа өөр мал мэддэггүй.  
父親以外の人を知らず 馬以外の家畜を解さず。  
Аавдаа адуу манахыг зааж  Ээждээ утас ээрэхийг сургана.  
自分の父親に放牧を教える 自分の母親に糸を紡ぐのを教える。  
Аавын бийд хүн тань  Агтны бийд газар тань. 
父が居る間(生きている間)に人を知れ 馬が居る間に道を覚えろ。  
Эхт өнчин өөдөө  Эцэгт өнчин уруугаа. 
母親についていく連れ子は向上 父親に付いていく連れ子は下向  
Аавын хүү азтай байдаг  Алтан шоо нүхтэй байдаг . 









Ааваа санавал авгаа Ээжээ санавал нагцаа.  
父を思えば伯父をも思え 母を思えば伯母をも思え。 
Ааваа ачил  Ахдаа дүүчил.  
父親を尊敬しろ 兄によく仕えろ。  
Аав нь бүгдийн хаан  Ах нь дүүгийн хаан.  
父はみんなの王様 兄は弟の王様。  
Аавын үгүйд ах нь аав  Ээжийн үгйд эгч нь ээж. 
父親が居ない時兄が父親代わり 母親が居ない時姉が母親代わり。  
Хүүтэй хүний ам нь нойтон  Хүүгүй хүний нүд нь нойтон. 
息子を持つものは口が潤う 息子を持たぬものは目が潤う。  
※息子を持てばカマドを継ぐ人がいて心配することないが、息子を持たなければ後継ぎの
人がいなくて、悲しむという意味。  




人物との対比   動物の比喩 




















【資料 5】  
Ахаа алд хүндлэх   Дүүгээ дэлэм хүндлэх.    
兄貴をアルドくらい尊敬しろ 弟をデレムくらい尊敬しろ。  
※アルドは両腕を水平に拡げた場合の両腕間の長さ(中指から中指まで)。デレムは長
さの単位、両手を拡げた長さの半分。  
Ах сайтын дүү цэцэн  Ажил сайтын гэр цэмцгэр.   
良い兄貴を持つ弟は賢い 働きもののうちはきれい。  
Ахын хишиг дүүд олдох  Дүүгийн хишиг ахад олдохгүй.  
兄の施しを弟は受けられる 弟の施しを兄は受けられない。  
Дөрөө урт ч газар хүрэхгүй  Дүү сайн ч ахад хүрэхгүй.   
あぶみがいくら長くても地上には着かない 弟がいくら良くても兄にかなわない  
Ах дүүгийн хол нь дээр  Аргал усны ойр нь дээр.  
兄弟は距離を置いたほうが良い アルガルと水などは近いほうが良い。  
※アルガルは家畜の糞を乾燥したもので、燃料として使用するもの  
Ах нь хэлдэг  Дүү нь сонсдог.  兄が言う 弟は聞く。  
 
比喩表現  
人物との対比           動物の比喩        モノ / 場所の対比  
兄―弟               なし          兄弟―アルガルと水  

























【資料 6】  
Айлд орсон хүргэн хүндгүй    Авдарт залсан бурхан хүндгүй.    
入り婿には尊厳なし タンスに安置された仏像にありがたみなし。  
Хүргэн хүүгийн хүзүү бөх  Хүний малын нуруу бөх.  
婿の首は強いよその家畜の背骨は丈夫。  
Хүүхдийг бага дээр нь  Хүргэнийг шинэ дээр нь.    
子供は幼いうちに(教育しろ)  婿は新しいうちに(教育しろ)。  
Хүргэн хүү тусаан үзүүлэх   Хүрэн үхэр хүчээн харуулах.    
婿は膂力をみせろ 黒牛は力を見せろ。  
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Хүргэний гэрт хүнийх шиг  Хүүгийн гэрт өөрийнх шиг.   




人物との対比         動物の比喩         モノ /場所の比喩  
婿―子供           婿―家畜の背骨        入り婿―仏像  





























Алт мөнгийг эрээд олно  Аав ээжийг эрээд олохгүй. 
金銀は探せば見つかるもの 父母は探しても見つからぬもの。  
Төриийн хэлхээ эрдэм  Төрлийн хэлхээ эцэг эх.  
国家を結ぶのは知識  親戚を結ぶのは父母  
Эцэг эхтэй хүүүхэд цовоо  Эзэн сайтай мал цовоо.  
父母がそろっている子は元気 良い飼い主の家畜は元気。  
 
比喩表現 
人物との対比         動物の比喩         モノ /場所の比喩  


















































                                                   
51 БНМАУ-ын угсаатны зүй.「Гэрлэлм,хуримлах ёс,өрх гэр」  
52 これの法典の作成された時期はそれぞれ、『大帝国法律』Их засаг が 1206 年(チンギス・ハンが
モンゴル大帝国を成立させた際に定めた秩序)、『モンゴルーオイラト法典』が 1640 年(Монгол-ойрдын 
цаазны бичиг)、『ハルハ秩序』(Халх журам)が 1709 年、『満州に定められたモンゴルの法典』(Манж 






































































表 3.2 ＊「嫁」のイメージは内容が多いため「表 3.3」で提示した。 
モンゴル語のことわざにおける母、姉、娘などのイメージ 












         (肯定) 
ダメな母親 (飯が冷た
い、その娘を嫁に貰わ






め)、右目が見えぬ(知識がない)      
(否定) 
役割 内回り(糸を紡ぐ) 母親の代わり 裁縫をする 
性 差
別 








































































れ親しむ」「良い男の心が白く(優しい) 悪い男は心が黒い(腹黒い)」。  






                                                   































外遊びが好き、えびらをなくす不幸な男、   













Алт удах тутам өнгө ордог  Эр хүн зовох тутам эрдэм нэмдэг  
金は長くなればなるほど光る 男は苦労すればするほど知識が増える。  
Гуталдаа хавчигдсан хөл хөөрхий  Эхнэртээ хавчигдсан эр хөөрхий.  
靴にしめつられる足はかわいそう 嫁にしめつけられる男は情けない。  
Муу эр айлч   Муу эм цайч. 
悪い男外遊び好き 悪い女お茶好き。  
Муу эр эмдээ барлаг. 
ダメな男は奥さんの下僕。  
Муу эр мод, чулуу   Сайн эр нум саадаг .  
ダメ男は棒と石を身につける 良い男は弓と矢を身につける。  
55
※弓、矢は古代のモンゴル時代の男の戦争に欠かせない道具である。  
Муу эрийн уур гэрээр дүүрэн  Муу эмийн үс ороор дүүрэн.  
ダメな男の怒りが家中に ダメな女の髪の毛がベッドに散らかる。  
Сайн эрийн санаа цагаан  Муу эрийн сэгэл хар.  
良い男の心が白く(優しい) 悪い男は心が黒い (腹黒い)。  
Харгис гэгч муу эрийн явдал  Шударга гэгч чадалтай хүний ёс. 
残忍さは悪い男の品行 誠実さは能ある者の礼儀。  
Эр хүн зоригтой бол Чоно чацга алдана.   男は勇気があれば狼さえ下痢する。  
Эр хүн арван гурван мэхтэй  Эд бүс ар өвөр хоёртой. 
男に十三の技があり 布に表裏あり。   
Эр хүний замын хүзүү урт     男の道のりは長い。  
Муу эм эмээр идээших  Муу эр архиар идээших.  
悪い女は薬に慣れ親しむ 悪い男はお酒に慣れ親しむ。  
Муу эр дайнд хөөрөх. 
ダメな男は喧嘩に騒ぐ。 
Хужир давс наранд хөөрөх. 
                                                   
55 БНМАУ-ын угсаатны зүй. Д. Нансалмаа. Ардын хэв заншил, зан үйл. p.284.  
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Мунхаг хүн магтаалд хөөрөх. 
重槽と塩は日差しに喜ぶ  
バカ者は褒め言葉に騒ぐ。  
Муу эр мянга үхнэ  Сайн эр ганц үхнэ.      
ダメ男は千回死ぬ 良い男は一回死ぬ。  
Эр энддэг Эрэг нурдаг. 
男は過ちを起こす 川岸は崩れるもの。  
Эрэг эс нурвал хан хад болно    Эр хүн эс эндвэл хүрэл эрдэнэ зүрхэтэй болно.  
川岸が崩れなければ岩になり 男は過ちを起こさなければ宝石の心を持つようになる。  
Эр хүн зорьсондоо эс хүрвэл    Эм шинжийг олно,  
Эр морь харайсандаа эс хүрвэл Гүү шинжийг олно. 
男は目標に到達できなければ 女のようになる。  
雄馬は跳び越せなかったら雌馬のようになる。  
Эр хүн долоо дордож найм сэхдэг.   
男は七ころび八起き。  
Эр хүн атаанаас  Эм хүн жөтөөнөөс   男は嫉妬心で (損する) 女は焼もちで (損する)。  
Эрийн муу архинд эрдэх  Эмийн муу хэрүүлд эрдэх. 
男の欠点は酒に強いと自慢すること 女の欠点は喧嘩に強いと自慢すること。  
Гэдэс цадвал гэрээн мартах  Гэргий авбал ээжээн мартах. 
満腹になれば家を忘れる 嫁を貰えば母親を忘れる。  
 
・身振り、行動に関するもの  
Салан хүүхэн самаа гээдэг  Саар эр саадгаа гээдэг. 
いい加減な女はくしをなくす 不幸な男はえびらをなくす。  
Эр хүний хэлсэн тосон дээгүүүр  Эм хүний хэлсэн усан дээгүүр.  
男の話はバターに浮く 女の話は水に浮く。  







Уулыг цас дарна  Эрийг нас дарна. 
山は雪に覆われる 男は年に覆われる。  
 
・地位、役割に関するもの  
Эр муу боловч эмийн дээр  Эмээл муу боловч морины дээр.  
男は悪くとも女の上 鞍は悪くとも馬の上。 
Идэхэд эрээ гаргахаар  Ажилд эрээ гарга.  食うのに旦那を出すより仕事にだせ。  
Хөдөө хөхрөхгүй эр эр биш    Гүвээ даваагүй морь агт биш.  
野外に泊まれない男は男ではない 丘を超えない馬は馬ではない。  
Эр муу боловч эхийгээ тэжээдэг  Шувуу дэлэнгүй боловч үрээн тэжээдэг 
男は悪くとも母親を養う 鳥は乳房がなくても雛を育てる。  





人物の対比   悪い男―悪い女、残忍な男―誠実な男、不幸な男―いい加減な女  
動物との比喩    男―雄馬、 野外に泊まれない男―丘を超えられない馬、 男―鳥  









































                                                   
56 オートナー、「女性と男性の関係は、自然と文化の関係か？」  アートナー＆オートナー1974『男性
が文化で、女は自然か？性差の文化人類学』 所収  pp.85~117. 




Аалигүй хүүхэн инээмтгий      Ажилгүй хүн унтамтгай.  
ふしだらな女は笑うのが好き 仕事のない人(暇な人)は寝坊が好き。  
Сарлагийн үхэрт эмээл зохихгүй  Савсаг эмд архи зохиххгүй. 
ヤクに鞍は合わない  落ち着きのない女に酒は合わない。  
Садар эм гэр бузарлана  Шарваа өлөгчин хот бузарлана.  
みだらな女は家を汚す あてにならない雌犬(家の見張りをできない犬 )は小屋を汚す。  
Хэдгэнээс зугтсан үхэр хэцүү  Хэрүүлд дуртай эм хэцүү.  
ヤマバチから逃げる牛は大変 喧嘩好きな女は大変。  
Эм хүн уран аргаар  Эр хүн дориун чадлаар.  
女は巧妙な手段で 男は非凡な才能で。  
Олон хүүхэнтэй газар  хов тасардаггүй  Олон ямаатай хонь  билчээрт тогтдоггүй.  
女が多い所では噂が絶えない ヤギの多い群れにいる羊には牧場が落ち着かない。  
Сайн моринд ганц эмээл  Сайн хүүхэнд нэг эр 
良い馬に鞍が一つ 良い女に男が一人。 
Ааштай хүн хүндээ барна  Аальгүй эхнэр нэрээн барна.  
性格の悪い人は名誉を失う たちの悪い奥さんは名誉をなくす。  
Муу эм эмээр идээших  Муу эр архиар идээших.  
悪い女は薬に慣れ親しむ 悪い男は酒に慣れ親しむ。  
Магтсан хүүхэн хуримандаа    Бахтсан бөхчүүд даваандаа.  
ほめられる女は結婚式で(屁をする) 誇る相撲さんは土俵で(転ぶ)。  
※外見で人を判断してはいけないという意味  
Хэвлийн хүүхдэд нэргүй  Хэсүүл эмд үргүй  





Эр хүний хэлсэн тосон дээгүүүр  Эм хүний хэлсэн усан дээгүүр.  






Сайн хүүхэн харьд гарахгүй  Сайн морь нутаг алдахгүй.  





















女のイメージ   
賢い、良い女(一生の友 ) 
美しい女    (肯定) 
 








































































                                                   
58 現代日本の母親観―「母性」から「育児性」へ  女性学研究会編 1984『女性のイメージ』所収  
59 丸山圭三郎 1981『ソシュールの思想』所収「ソシュールと現代思想」pp.247~252. 































父の恩は山より高く 母の恩は海より深し  
                                                   
61 長島淳子 「近世家族における女性の位置と役割」アジア女性史国際シンポジウム実行委員会 1997
『アジア女性史 比較史の試み』所収 pp.326. 




母も母なら娘も娘     
女は弱しされど母は強し 






人物との対比   母―父、母―隣人、母―娘、女―母、母―伯母 

















値観を表す「娘出世に親貧乏  、 娘の子は強盗八人」などがあり、これには男の子ではな
                                                   
63 母親に打たれることよりも、近隣の他人の仲裁のほうが恐ろしい。親は慈愛の心で子に接するのだが、
他人は損得勘定で寄ってくるから真実味もなく冷たい。肉親の愛の深さをいうたとえ。(『故事俗信こと

















































妻の恥は夫の恥   
悪妻は百年の不作  
嫁を見るより親を見よ  
夫唱えて妻随う   
女房と畳は新しい方が良い  








人との対比   動物の比喩  モノ/場所の比喩 
女房―夫   女房―鬼神  女房―框 
女房―姑   嫁―犬(または猿) 女房―大黒柱 
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人の対比         モノの比喩 




































































iv. 婿についてのことわざ  









人との対比     モノの比喩 


























人の対比         モノの比喩 
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      ( 否定) 
喧嘩に他人が入らない 












父 兄 息子 婿 
怖い(権威を持つ)、天(尊敬され  (肯定)  (肯定)  (肯定) 
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他人  (否定) 







































































                                                   


































                                                   
























女心は猫の眼                   
鏡は女の魂                   
酒は古酒、女は年増                 
七人の子はなすとも女に心許すな  




                                                   




















人との対比        動物との比喩       モノ/場所の対比 
女―男           女―猫           女―鏡 
女―小人          女―猿           女―富士山 
女―魔物 
                              女の口―財布の口  























                   (否定) 
役割 内回り なし 

















                                                   




































 これらのことわざから得られた比喩や対比の表現は次の通り。  
 
 人との対比         動物との比喩       モノ/場所の比喩 
稼ぎ男―繰り女         なし         金なき男―帆の無き舟 
男―親                        男―知恵 


























































                                                   























































モンゴル語と日本語のことわざに使用された主な比喩表現 その一 家族における男女  
  モンゴル   日本  










父  人物  父親―母親父親―兄父  人物  父－母父―子  
動物  親―馬  動物   




夫婦  人物   人物  夫婦－両親 夫婦―他人  
動物   動物   
モノなど   モ ノ な
ど  
夫婦―鍋  
息子  人物   人物  息子―妹 兄―親  
動物   動物   
モノなど   モ ノ な
ど  
 
娘  人物  女房―子 /悪い女―悪いラマ僧 /悪
人―悪妻 / 出来の悪い嫁―出来
る嫁 /良い女―友 / 
女―奴隷 / 性格の悪い奥さんー
疑念深い男 /良い嫁―母、娘  
人物  娘―母   娘―親   娘
―婿八人   娘―父親  
動物  妊婦の便所―子羊の群れ /良い犬
―悪い女、奥さんー犬 / 女―鹿 / 
貰わぬうちの嫁―殺さぬうちの
キツネ /良い馬―良い嫁  
動物   
モノなど  ダメな女―ダメな鞍 / 醜いオバ
サン―ごみ屋敷 / 悪い女―邪魔 / 
悪い女―ダメな売店 / 命の真実
―嫁の嘘つき / 悪いイデシ (食料 )
－悪い嫁 / モノの質―嫁の質 /  




嫁  人物   人物  女房―夫    
女房―姑 嫁―孫   
   
動物   動物  嫁と姑―犬、猿) 







夫  人物   人物  亭主―女房、姑  良き夫―
良き妻  
動物   動物   
モノなど   モ ノ な
ど  
 
婿  人物  婿―子供            
婿―息子                        
人物  婿―嫁  
動物  婿―黒牛  動物   
モノなど  婿―家畜の背骨 入り婿―仏像  モ ノ な
ど  
 婿―天井    
 
兄、弟  
 兄―弟    
  兄弟―アルガルと水    
 
モンゴル語と日本語のことわざに使用された主な比喩表現 その二  
一般的な女と男が登場することわざの比喩  
 モンゴル語  日本語  







                      





女―猫 女―猿  
モノなど   
噂のある女―鳴る空 /嫁に行った女―岩に
 女―富士山  
女―魔物 女―鏡  
104 
 
投げた石 /  悪い女―薬 / 女の話―水  
男 人物    悪い男―悪い女、残忍な男―誠実な
男、不幸な男―いい加減な女  
    
稼ぎ男―繰り女 男―親  
動物  男―雄馬、 野外に泊まれない男―丘を










男―知恵 男―敵  
 
 
第５節 ことわざにおけるイデオロギーとジェンダー  
 
1. モンゴルと日本の男と女のイデオロギーについて  











                                                   





















   







                                                                                                                                                               
 





































                                                   
































































                                                   
































  旦那さんの悪口を言う者  
  頭髪が乱れる者  
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  育児をなさらない者 
  裁縫をしない者  
  早く寝て、遅く起きる者  




























                                                   



















































質問 1. あなたはことわざに関心がありますか？  
 
この質問には次の五つの選択肢を設定した。  
A 大変関心がある  
B 少し関心がある  
C あまり関心がない   
D  まったく関心がない  
E  わからない  
これに対する回答は次の表 4.1 の通りであった。  
 
 表 4.1 質問 1 に対する回答の分布 
モンゴル   日本  
 A B C D E A B C D E 未記入  
































































― ―  1 
[2%] 
 
質問 2  (1 で C、D のいずれかを選択なさった方は)関心がない理由を選んでください。  
 
この質問には次の五つの選択肢を設定した。  
A 内容が古く、現代の人々の価値観と合わないから  




D ことわざを学んでいないから  
E その他 
これに対する回答は次の表 4.2 の通りであった。  
 
  表 4.2 質問 2 に対する回答の分布 
 モンゴル   日本  
 A B C D E A B C D E 






































― ―  
 












― ―  
 
両国のどちらにおいても、ことわざに「少し関心ある」という人が多いことが表から理
解できるであろう。しかし、モンゴルでは「大変関心がある」のは 20 代の 3 割、60 代の
5 割にのぼるのに対し、日本では多くて 50 代以上の 2 割弱程度にとどまっている。そして
















B 本や雑誌などで  
C 会社、学校など仕事先で  
D 家あるいは家族の人から  
E インターネットで  
F 会話から 
結果は次の表 4.3 のとおりである。  
 
表 4.3 質問 3 に対する回答の分布 
 モンゴル   日本  




















































































































B 家族あるいは友人との会話  
C 仕事の際 
D 口論になった時  
E そのほか( 例えば：     ) 
その結果は次の表 4.4 のとおりである。  
 
表 4.4 質問 4 に対する回答の分布 
 モンゴル  日本 
































































































は、ことわざの使用目的の一つとして 50 代以上の回答者の 5 割が A「子供の教育」を選
択している[表 4.5]。そのほかの世代も 2 割から 5 割ほどとなり、ことわざと教育の強い関









を生かして子供の教育をするという意識は 30,40,50 代以上でも 2 割程度にとどまり、20
代では最も低く 2%という低い結果になった。日本の場合はことわざを多く使用する場面













B 少しくらい知っていると思う  
C あまり知らないと思う 
D まったく知らないと思う  
E わからない  
その結果は表 4.5 のとおりである。  
 
表 4.5 質問 5 に対する回答の分布 
 モンゴル  日本 
 A B C D E 未 A B C D E 未 
20 12 32 2 2 1  2 22 15 3 1 2 
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6. 最近ことわざをどれくらい使っていますか？  
 
この質問には次の五つの選択肢を設定した。  
A よく使っている  
119 
 
B 時々使っている  
C あまり使っていない  
D まったく使っていない 
E わからない  
その結果は表 4.6 のとおりである。  
 
 表 4.6 質問 6 に対する回答の分布 
 モンゴル  日本 
















































































回答者の中では 50 代以上の人が多い。「時々使っている」人ではモンゴルの 50 代の 86%
に対し日本の同年代では、その半数ほどの 41%にとどまった。日本の 30 代の 7%を除け
ば、他に 2 割以上はことわざを時々使用し、20 代から 40 代までは 5 割以上の回答者は















質問 7. ことわざには文化と価値観が表われていると思いますか？  
 
この質問には次の五つの選択肢を設定した。  
A かなり現われていると思う  
B 現われていると思う  
C あまり現われていないと思う  
D 現われていないと思う 
E 分からない 
結果は表 4.6 のとおりである。  
 
 表 4.7 質問 7 に対する回答の分布 
 モンゴル  日本 





8[16% 1[2%   10[23% 23[52% 5[11% 1[2% 3[7% 2[5% 
30
代  
38[78% 9[18%  1[2% 1[2% 10[22% 17[38% 8[18% 1[2% 5[11% 4[9% 
40
代  




1[86% 1[5% 1[4%  1[%5 15[26% 26[49% 5[9% 2[4% 2[4%] 5[9% 
 








A 合っていると思う  
B かなり合っていると思う  
C あまり合っていないと思う  
D 合っていないと思う  
E わからない 
設問に対する結果は表 4.8 のとおりである。  
 
表 4.8 質問 8 に対する回答の分布 
 モンゴル語   日本   









































































































ことわざの総合的な調査では質問 1～質問 6 においてことわざの使用の実態を把握した
ほかに、文化と男女の意識についての質問も設けている (質問 7)。ことわざに文化と価値観









尋ねたのが質問 8 である。これに対しては、モンゴルの回答者の間では A(合っている)を
選択した割合は、20 代 47%、30 代 40 代は 43%と比較的高く、50 代以上は 59%を占め、
モンゴルでは、ことわざにおける男女の意識は現代の人の男女の意識と合っていると思う
人が少なくないことが分かる。しかし、日本では、「合っている」と「かなり合っている」
































 4.9 日本とモンゴルの男女に関することわざの使用状況  
年
齢 
ア(日) A(モ) イ(日) B(モ) ウ(日) C(モ) 
20
代    
6.82(7%) 16.90(15%) 23.14(22%) 50.27(43%) 72.9(70%) 48.97(42%) 
30
代 
  6.78(6%) 24.00(21%) 33.15(32%) 55.20(47%) 64.72(62%) 36.80(32%) 
40
代  
9.78(9%) 33.36(29%) 32.87(32%) 47.44(41%) 61.3(59%) 34.68(30%) 
50
代 





33.72(33%) 50.63(44%) 32.48(31%) 45.43(39%) 37.48(36%) 19.57(17%) 
 
表 4.9 の年齢別では、日本の場合「良く知っている、日常的に使っている (ア)」ことわ
ざは、20 代がもっとも低く 7%の割合だった。年齢が高ければ高いほど(ア)の割合が高く
なり、60 代では 33%となっている。同じく、モンゴルの方では 60 代がよく知り、使って
いる(A)ことわざ 44 を選択しており、全体の 44%を占めている。どちらの国においても、
男女に関することわざの使用度においては、表からも年齢が高ければ高いほど割合が高く
なっていることがわかる75。これは男女に関するものに限定せず、ことわざ一般に対して
                                                   










が知っている(イ)」ことわざの認知度は 20 代の 22%を除き、他の世代間ではそれほどの差




























図 4.1 モンゴル語における男女に関することわざの使用状況（男女別）  
 
   
また、ことわざの使用状況を男女別、年齢別に分けたものを示すのが図 2.1 と図 2.2（次
ページ）である。使用率に関して言うと、50 代の女性の A の割合が 24%であるのを除け
ば、男女ともに、A の割合が年齢とともに上昇していくことがわかる。60 代の女性の日常
使用しているという率(A)が 50%の割合であるのに対して、男性では「日常的に使用して
いる (A)」が 60 代の男性では 37%しか占めていない。それ以外の年齢層と男女の間では





















図 4.2 モンゴル語における男女に関することわざの使用率 (女性) 
 
 




























































































図 4.4 日本における男女に関することわざの使用状況 男女別  
  
 
























れたことわざの 3 割から 6 割が、女性たちには知られていないということが明らかになっ
た。ことわざの使用状況の男性の年齢別では、おもしろいことに 30 代の男性の使用率が
もっとも低く、全体の 4%しか使用されていない。ことわざの使用率は 20 代の男性の 7%
に対し女性の方が若干低く 6%となっているのを除いて、ほかの年齢層では、男性が女性
に比べて低いことが明らかになった。また、(イ)の「知っていることわざ」に関しては 20




図 4.5 女性  男女に関することわざの使用率(日本語)  
 






















































































は 70%の割合で、よく使用されていることがわかる。しかし、no6 のことわざは、60 代の
女性の 89％対して、同じ年代の男性では 55％という低い割合が出ている。このことわざの









表 4.10  (モ)各年齢の間で共通して使用されていることわざ「女性：A(よく知っている、日
常的に使っているもの )」  
                 年齢(女)  
ことわざ (A) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
以上  
no7 父の言葉は金の如し  
母の言葉は宝石の如し  
43% 63% 65% 42% 100% 
no6 父が居る間 (生きている間 )に人を
知れ 馬が居る間に道を覚えよ  
41% 63% 73% 74% 89% 
no23 男は成長するもの  
 フェルトは伸びるもの  
41% 53% 58% 37% 78% 
no77 男は旗も握れば子牛も放牧する  35% 47% 69% 42% 89% 
 
表 4.11(モ)各年齢館で共通して使用されていることわざ「男性：A」 
               年齢 (男 ) 
ことわざ (A)  
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
以上  
no7 父の言葉は金の如し  
母の言葉は宝石の如し  
52% 61% 63% 56% 70% 




no6 父が居る間 (生きている間 )に人を知
れ 馬が居る間に道を覚えよ  
48% 61% 58% 69% 55% 
 








く、共通していないことがわかる。表に示されていることわざの認知率は 60 代の 3~4 割
程度にとどまり、そのほかの世代間では 6 割前後となっている。  
 
表 4. 12 (モ) 各年齢に共通して認知されていることわざ「女性：B(知っていることわざ、必
ずしも使っているとは限らない )」  
                年齢 (女 ) 
ことわざ (Ｂ) 




- 56% 58% 58% 33% 
no1 父親以外の人を知らず  
馬以外の家畜を分からず  
61% 66% 54% - 33% 
no16 父の息子に幸運がつき  
金のサイコロに穴(点)がある* 
63% 66% 54% 42% 44% 
*わが子に非常に運が向いているという、子供を自慢した意味  
 
表 4.13(モ) 各年齢に共通して認知されていることわざ「男性：B」  
                年齢 (男 ) 
ことわざ (Ｂ) 




no34 カモシカと女の子に故郷がなし  
ツルハシ、鋤に持主は少なくない  
 61%  67%  54%  -   55% 
no4 父親に放牧を教える  
母親に糸を紡ぐのを教える  
 63%  61%  54%  -  45% 
no93 貰わぬうちの嫁が綺麗  
殺さぬうちのキツネがきれい  
57%  61%  -   50%  36% 




63% 50% 55% 











 モンゴルの場合と同様の調査を日本で行った結果が表の 4.14 と 4.15 である。モンゴル
における調査同様、これらが日本の男性と女性におけるそれぞれにおいて、男女に関する
最も核心的なミニマムであるということができよう。の日本語でよく知られ、日常的に使












60 代の女性の 78%から 20 代の女性の回答者でも 43%に使用されていることがわかる。し










ことわざをよく使用している(表 4.10,4.11)。  
 
表 4.14(日)  各年齢層の間で共通して使用されていることわざ  
（「女性：ア(よく知っている、日常的に使っているもの)」）  
                年齢(女) 
ことわざ (ア) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
no46 武士(男)に二言なし  48% 29% 34% 50% 56% 
no82 亭主関白      43% 56% 47% 50% 78% 
no2 地震雷火事親父       24% 29% 53% 83% 78% 
no86 夫婦の喧嘩は犬も食わない  24% 46% 34% 50% 78% 
 
表 4.15(日) 各年齢層の間で共通して使用されていることわざ「男性：ア」  
                年齢(男) 
ことわざ (ア) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
no86 夫婦の喧嘩は犬も食わない  39% 17% 36% 46% 69% 
no46 武士(男)に二言なし  33% 6% 43% 23% 63% 
no38 据え膳食わぬは男の恥 29% 11% 14% 31% 63% 
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no82 亭主関白  30% 11% 29% 23% 69% 
no104 夫を尻に敷く 30% 6% 21% 23% 53% 








父母の恩義に関することわざが 20 代、30 代、40 代の各層では 6 割占める回答者に知られ






代～60 代女性の各層 5 割以上の人たちによって選択されている。「男は泣いてはいけない」
ということも、女性から求めている「男らしさ」に属すると考えられる。「男女の仲」にお
いては、30 代の男性(33%)の認知度がもっと低くなっている。男性の回答者の認知してい




っているとは限らない )」  
                年齢
(女) 
ことわざ (イ) 




67% 64% 66% 47% 33% 
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no48 遠くて近きは男女の中     67% 68% 59% 47% 22% 
no56 男は生まれた時と親が死んだとき以
外には泣かぬもの  
57% 50% 53% 50% 22% 
 
表 4.17 各年齢の間で共通して認知されていることわざ「イ」  
                
年齢(男) 
ことわざ (イ) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
以上 
no32 女房と畳は新しい方が良い  29% 67% 64% 62% 31% 
no48 遠くて近きは男女の中     33% 72% 64% 69% 31% 
no82 亭主関白       57% 89% 64% 77% 31% 
no104 夫を尻に敷く  57% 83% 71% 62% 27% 
no2 地震雷火事親父  63% 78% 64% 31% 31% 
















































                                                   





























































































































でなくもモンゴルの物語や民謡にも表れる。男性は 18 歳になると成人男性(төрийн хар 
хүн)とみなされ、男として「社会の一員としての権限を持ち、一家の主人となる」 。また、
成人男性(以下は「男」と呼ぶ)には、日常生活で使う道具(放牧、狩猟など)をきちんと整
                                                   
77 中村桃子 p.113~114. 
78 中村桃子 p.25. 
79人間は週四〇時間家事に専念する Man devotes more than forty hours a week to housework]という
ようなことを、イメージの衝突を感じることなしに言えるだろうか。こうした陳述は、一つの不調和を
打ち鳴らす。それは man の意味は間違いなく男であるからであり、man が男のイメージを喚起するか

















○1. Эрийг бүү бас     男を軽視するな  
Далайг бүү янд      海をなめるな  
○2. Эрэг эс нурвал хан хад болно     














ルクティ)の дээж (まだだれも口に触れていない上物を指す )を入れて置くのがモンゴル人の伝統的な習








Эр хүн зорьсондоо эс хүрвэл    Эм шинжийг олно, 



















                                                   
81 江原由美子 2004『ジェンダー秩序』p.170. 






































                                                   
83 「男は閾を跨げば・・・」の代わりに「女は・・跨げば・・・」のことわざの場合は俗信に関する
ものがあり、女性を貶した意味でつかわれていた。例：「女に跨がれると出世せず」 (故事俗信ことわざ











(モ) Сайн моринд ганц эмээл    良い馬に鞍一つ 
Сайн эхнэрт нэг эр      良い女房に夫一人 
 
Эр хүний хэлсэн тосон дээгүүр   男の言うことはバター86の上に漂う 
Эм хүний хэлсэн усан дээгүүр   女の言うことは水の上に漂う 
   (男の言ったことは信用できるが、女の人の言ったことが信用できないという意味) 
 
(日) 女の話は一里限り                         
悪妻は百年の不作         
女の口と財布の口は締めておけ         
女の心と秋吹く風は夜に七遍変わる 








                                                   
85 П. Хорлоо. 2006.Монголын нууц товчоон дахь ардын аман зохиолын хэлхээс.p.84. 
86 モンゴルの文化では油(主に、バター、動物から由来するもの)は施し物というイメージをもつ。  
87 ジェンダー・イデオロギーとは、ジェンダーに関して語られたディスコースの累積により、特定の社
会において歴史的に作り上げられてきた様々な女性性、男性性、無性性、両性性 (ジェンダーアイデンテ
ィティー)が体系つけられたイデロギーを指す(中村 2001:p.115.)。  





























                                                   
89『家族・ジェンダー・企業社会』「第Ⅱ部 現代家族論の諸相」  
90 前掲書。p. 52. 
91 E.Chimedtsueren(1973: p.177~181) 
92 槇村久子  (2003)によれば、モンゴルにおける女性の世帯の主は (2000 年)総世帯数の 10％以上を占め
ている  
93 Б.Батмөнх,Г.Уранчимэг,Ж.Эрдэнэчимэг 2004 Хөдөрмөр эрхлэлтийн салбарт зарцүүлж 





























                                                   
94前掲書。p.74.当報告書では国連が調査した 2000 年の統計によれば、都市の女性の家事・育児にかけ
る時間は一日平均 180 分に対し、男性は 104 分で、地方では女性 286 分に対し男性は 106 分だった。
全国では平均的に女性 229 分：男性 105 分というデータが示されていた。  
95 今岡良子 2005「モンゴル国における女性研究の動向と研究紹介」p.4~13. 
96 テルビシュ /オイドフ「モンゴルの女性のエンパワーメントに向けて」『アジア女性研究』、第 13 号  
































100 男女雇用機会均等法は 1986年 4月から施行された。職場での男女平等を確保女性が差別を受けずに、
家庭と仕事が両立できるように作られた法律である。職務、職種名などに関しても男女の性差を表す用
語をなくすことも含まれている。 
101 例えば：マネキン嬢→マネキン 保健婦→保健士など(統計局ホームページ 日本標準職業分類によ





図 5.1 男女の意識について 男女別(モ)     図 5.2 男女の意識について 男女別(日) 
 *ことわざに現れる男女の意識は現代の人々の意識と合っているかどうか  
D(その通りである )、E(そうとは思わない )、F(よくわからない ) 
 
 図 5.1 と 5.2 はそれぞれモンゴルと日本のことわざにおける男女に意識に対して回答者
の意見を男女別に分析しそれらを反映したグラフである。第 4 章で述べたように、モンゴ
ルにおけることわざの使用率は日本語に比べて圧倒的に高いことがわかっている。男女の
意識を反映する部分でも同様なことが反映されていることがわかる。 (図 5.1,5.2 および下
記の表 5.3,5.4 を参照されたい)。逆に言えば、F(わからない、知らない)の選択はモンゴル





に 22%となっている。現代の男女の意識と合わなくなったことわざ E の選択ではモンゴル
の方では、男性 33%、女性が 30%という結果になった。日本の場合は、女性のほうがやや

































表 5.1 ことわざにおける男女の意識 (女性)  日本語とモンゴル語の比較  
年 齢
(女) 
D(日) D(Mo) E(日) E(Mo) F(日) F(Mo) 未
Mo 
20 ～
29     
22% 36% 20% 31% 58% 33%  
30 ～
39 
20% 49% 20% 30% 60% 21%  
40 ～
49   
23% 45% 25% 30%  52% 25%  
50 ～
59 
18% 44% 33% 30% 48% 26%  
60～ 27% 44% 39% 24% 31% 27%) 5% 
 
表 5.2 ことわざにおける男女の意識 (男性)  日本語とモンゴル語の比較  
年 齢
(男) 
D(日) D(Mo) E(日) E(Mo) F(日) F(Mo) 未
Mo 
20 ～
29     
18% 41% 16% 33% 58% 26%  
30 ～
39 
19% 39% 19% 36% 61% 25%  
40 ～
49   
18% 47% 20% 28% 62% 18% 7% 
50 ～
59 
23% 41% 31% 35% 46% 20% 4% 





































図 5.3 モンゴルのことわざに対するモンゴルの男女の意識 (年齢別男性) 
 



































45% 44% 44% 




















は 27%となっている。50 代でも男性の 23%に対し女性では 18%の割合がでている。50 代、
60 代の男性は同年代の女性に比べれば、多少なりともより肯定的な意見を示していること
が明らかになっている。男性の場合は肯定的な意見の割合が年齢とともに高くなっている。





図  5.5 日本のことわざにおける男女の意識 年齢別 (女性) 
 


















































































                                                   
102 鯉渕信一 2007「現代モンゴルの家族関係とその諸問題」『現代社会における家族の変容：東アジア































と思う人は 6 割以上から 8 割に近くを占め、他のことわざに比べても割合が高い傾向があ











に存在する男女観に賛同する意見は 40 代が最も多く 75%となっている。実際使用するの




ざに肯定的な意見を示した男性の割合は、20 代の 61%からもっとも多いのは 60 代の 82%
となり、男性の間での女性のイメージの一つは「噂好き」であることを示した結果となっ











には、上に述べた no89 と no111 のほか no99、no77、no82 など(表 5.4)がある。取り分け、
no77「男は旗も握るし子牛も放牧する」は女性の間でも共通的に使用されていることは第






な意見として 6 割以上の回答者によって選択されている。また、no99「良い馬は旅の友 良
い奥さんは生涯の友」のようにことわざに求められる「良い奥さん」に対し、現代の多く
人にも賛同されていることがわかる。  
表 5.3：モンゴル語のことわざにおける男女の意識 (D)「男性」  
  
                   男性(モ) 
共通することわざ(D) 
  
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代
以上 
no83 男を軽視するな   
海をなめるな  
74% 78% 71% 69% 64% 
no70 山は雪に覆われる  
男は年に追われる  
65% 56% 75% 62% 55% 
no89 女が多い所では噂が絶えない  
ヤギの多い群れにいる羊には牧場が落
ち着かない  
61% 61% 67% 63% 82% 
no111 兄貴をアルドくらい尊敬しろ  
弟をデレムくらい尊敬しろ  
61% 61% 71% 56% 64% 
 
表 5.4：モンゴル語のことわざにおける男女の意識 (D)「女性」  
 












no99 良い馬は旅の友 良い奥さんは生涯の友  65% 75% 73% 58% 78% 
no77 男は旗も握るし子牛も放牧する  61% 72% 58% 63% 78% 
no82 男の道のりが長い  61% 69% 69% 69% 78% 
no89 女が多い所では噂が絶えない  
ヤギの多い群れにいる羊に牧場が安定しない 
59% 72% 54% 63% 45% 
no111 兄貴をアルドくらい尊敬しろ  
弟をデレムくらい尊敬しろ 






答者では no1「父親以外の人を知らず 自分の父親に放牧を教える」と no4「自分の母親











し、60 代の男性では E「そうではない」と思った人が最も少なく 18%であり、男女差と年
齢差の大きいことから、60 代以上の男性の間では女性は地位が低い認識は依然と残ってい








4 割以上)には養子みんながそうではないという意見もあることを否定できない。  
 






表 5.5 モンゴル語のことわざにおける男女の意識「E」(女性) 
 
表 5.6：モンゴル語のことわざにおける男女の意識「E」(男性) 











no5  父はみんなの王様 兄は弟の王様  52% 65% 46% 56% 40% 
no18 何もないより娘を持ったほうがまし 65% 44% 52% 56% 18% 
no24 人 (息子)を育てれば頭を抱える  
家畜を育てれば口が潤う 















 共通することわざ E 






no1 父親以外の人を知らず  
馬以外の家畜を分からず  
55％ 47％ 42% 47% 33% 
no4 自分の父親に放牧を教える  
自分の母親に糸を紡ぐのを教える  
53％ 47% 54% 42% 22% 













い傾向があり、40 代の男性では 86%となっている。  
no25「嫁は憎いが孫は可愛い」ということわざでは 20 代と 30 代の(62%と 57%)は 50 代






                   
女性(日) 
ことわざ(D) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
以上 
no7  女は弱しされ、ど母は強し 71% 61% 21% 61% 89% 
no25  嫁は憎いが孫は可愛い 62% 57% 59% 50% 33% 
no88   夫婦は他人の集まり 62% 79% 72% 72% 44% 
no86   夫婦の喧嘩は犬も食わぬ 52% 71% 75% 50% 67% 
          
表 5.8：日本語のことわざにおける男女の意識「D」(男性) 
                 男性(日) 
ことわざ(D) 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
以上 




no7  女は弱しされど母は強し 54% 67% 64% 62% 81% 
no86 夫婦の喧嘩は犬も食わぬ 50% 56% 86% 77% 75% 
no25  嫁は憎いが孫は可愛い 38% 44% 71% 54% 69% 





択肢においては、男女の間で共通して E と答えられているとわざには、no56 「男は生まれた




女性の場合、60 代では 56%)「E」は 6 割以上の結果になり、「男らしさ」への意識が変化して
いることは否定できないだろう。しかし、男性の場合は女性に比べて割合はやや低い。30 代


















という意見は、20 代の女性の間で 81%を占め、それ以外でも 7 割~8 割の女性の回答者は
「E」(合わない)を選択している。男は家庭では権威的、支配的なであるべき「男らしさ」
は、日本ではもう古い観念として捉えられていると考えられる。また、no81「 女は受け身」
に対しては 60 代では 78%の割合になっており、そのほかの年齢層の女性の間でも 7 割ほ
どの割合が出ており、女性は受け身的な存在であるとの考えは今日の社会では通用しなく
なったことを示している。no32「女房と畳は新しい方が良い」の「E」(そうではない )の割合
においては、5 割以上の女性が E を選択しており、特に 50 代の女性は 94%という圧倒的に高
い割合だった。女性の間ではこれらのことわざにおける女性のイメージは現代と合わない考え
を示す結果だと考えられる。  















no56 男は生まれた時と  
親が死んだとき以外には泣かぬもの  
86% 64% 69% 78% 56% 
no82 亭主関白 81% 65% 75% 67% 67% 
no80 女の子には学問いらぬ  70% 68% 72% 72% 89% 
no81 女は受け身 67% 68% 69% 61% 78% 


















no56 男は生まれた時と  
親が死んだとき以外には泣かぬもの  
67% 44% 50% 69% 69% 
no2  地震雷火事親父  46% 61% 79% 77% 75% 
no80 女の子には学問いらぬ  42% 56% 64% 77% 81% 





























































 (モ) 悪いイデシは年中の不幸 悪い嫁は生涯の不幸  
























                                                   
104 T.ナムジム . p.66. 



































表 5.10 モンゴル語と日本語に類似することわざの一覧  
No. 日本語  モンゴル語  
 
1 
No.3 父親はぼくより年上  No.4 自分の父親に放牧を教える  
 自分の母親に糸を紡ぐのを教える  
2 No.11 娘を見るより母を見よ  No.29. 娘の出来悪さは母親によるもの  
もののありさま (保存具合 )は持
ち主によるもの  
3 No.28 悪妻は百年の不作  No.99 悪いイデシは年中の不幸  
悪い嫁は生涯の不幸  
4 No.29 嫁を見るより親を見よ  No.2１ ダメな母の娘を嫁にもらうな  
5 No.41 布は緯から男は女から  No.100 乗り物＊のしっかりしている人は仕
事がうまくいく  
良い奥さんを持つ者は評判が良い  




7 No.49 男は外回り、女は内回り     No.28 息子は働き振りでわかる  
娘は裁縫でわかる  
8 No.60 女は三界に家なし      No.34 カモシカと女の子には故郷がない  
ツルハシと鋤は持主に困らない  
9 No.76 女の口と財布の口は締めておけ    No.90 女の人が多いところ噂が消えぬ  
ヤギの多い羊の群れにいる羊は牧地が
落ち着かない  
10 No.94 伯母は母親の片割れ  No.2  父親を思えば伯父をも思え  
母親を思えば伯母をも思え  
11 No.93 親なき後は兄が親    No.8 父親が居ない時兄が父親代わり  
   母親が居ない時姉が母親代わり  
12 No.31 一生の得は良い女房を持った人  No.100 良い馬は旅の友  
    良い女房は人生の伴呂  
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13 No.95 姑冷飯、嫁にほやほや    No.98 満腹になれば家を忘れる  
嫁を貰えば母を忘れる  
14 No.102 入り婿は火を焚く  No.108  婿は援助をみせろ  
黒牛は力をみせろ  




No.82  男の欠点は酒をあてにすること  
     女の欠点は喧嘩をあてにすること  
17 No.53 男は七転び八起き  No.73  男は過ちを起こすことがあり  
    岸はくずれることがあり  
No.76 男は七回失敗し八回悟る  
18 No.89 良き夫は良き妻を作る    No.57 主人のおかげで奥さんの
機嫌がいい       
飼い主のおかげで犬の尻尾が上を向く  
19 No.82 亭主関白  No. 5  父はみんなの王様  
兄は弟の王様  
20 No. 54 男やもめに蛆がわき  
女やもめに花が咲く  















































































































度は低いようである。第４章の調査で示したように、日本では 20 代から 40 代までは 5 割









































































































































   
「家族」は第１に、性という「人間の自然」に基づいている。「家族」という領域
                                                   
















では一人前になることを「男になる」(эр хүн болох)とも言う。つまり、男「эр хүн」は
















5. 両国のことわざの認知度と使用状況について  
 
モンゴルではことわざは日常生活において頻繁に使用され、民間教育においても重要な



















































「女々しい」「かよわい」)は、1970 年代から 1990 年代の二十年間で減少したという調査
もある109。 
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A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない  
 
1.親の打つ拳より他人のこするが痛い         A    B   C 
 
2.片意地な女房と竹釘は、利いたら打つな、利かなくても打つな  A    B   C 
 
3.姑の仇を嫁が討つ                                  A    B   C 
 
4.伯母は母親の片割れ                               A    B   C 
 
5.男は天下を動かし、女はその男を動かす               A    B   C 
 
6.女は受け身                                         A    B   C 
 
7.学者と色男に富めるは少なし                        A    B   C 
 
8.色男は茶漬け飯                                     A    B   C 
 




10.朝雨は女の腕まくり                  A    B   C 
 
11.悪女は鏡を恐れる                   A    B   C 
 
12.女の物思うにはうなだれ、男の物を案ずるには仰ぐ    A    B   C 
 
13.百になる姥（うば）も斯うでは（こうでは）果てじ        A    B   C 
 
14.門の姥にも用有り                   A    B   C 
 
15.祖母育ては棚上がる                  A    B   C 
 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
16.馬と女はてんで目きき                  A    B   C 
 
17.男は生まれた時と親が死んだとき以外には泣かぬもの     A    B   C 
 
18.父の恩は山より高く、母の徳は海より深し        A    B   C 
  
19.痴人は婦を畏れ、賢女は夫を敬う            A    B   C 
 
20.老いた女房は足の裏の飯粒                A    B   C 
 
21.不孝父母を怨み欠債財主を怨む             A    B   C 
 
22.知恵ある子は父を喜ばす、愚かなる子は母の憂えなり    A    B   C 
 
23.女は売り物                            A    B   C 
 
24.父母は唯其の（子の）疾を之憂う                 A    B   C 
 
25.女房の死ぬと家の焼けるは厭厭（いやいや）うれしい       A    B   C 
 




27.女三人よれば着物の噂する                         A    B   C 
 
28.女の靨（えくぼ）には城を傾く                             A    B   C 
 
29.男色老いを破り女色舌を破る                        A    B   C 
 
30.一人婿の可愛さとおいどの痒いとは堪忍ならぬもの    A    B   C 
 
31.男に似たる女はなけれど女に似たる男は多し         A    B   C 
 
32.寡婦の門前是非多し                               A    B   C 
 
33.男子多ければ禍多し                               A    B   C 
 
34.娘多きは貧乏神の宿                              A    B   C 
 
35.女の妬みなきは百の拙きを覆う                    A    B   C 
 
36.大男総身に知恵が回りかね                         A    B   C 
 
37.嫁を貰うなら大きな嫁貰え                        A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
38.十五六の娘は箸の倒れたのもおかしがる             A    B   C 
 
39.嫁は釜の側に置くもの                             A    B   C 
 
40.親の恩と水の恩はおくられぬ                       A    B   C 
  
41.夫婦喧嘩と西風は夜に入って治まる                  A    B   C 
 
42.父教えざれば子愚なり                             A    B   C 
 




44.夫唱えて妻随う                                        A    B   C 
 
45.夫に対して唾（つば）を返すな                            A    B   C 
 
46.夫に付く女の道                                  A    B   C 
 
47.夫の心と河の瀬は一夜に変わる                     A    B   C 
 
48.夫の前の麻小笥（おごけ）                                 A    B   C 
 
49.夫を尻に敷く                                     A    B   C 
 
50.愚かなる夫を持てば茶も冷ゆる                     A    B   C 
 
51.女の夫をたばかるには男の知恵には増す             A    B   C 
 
52.姑が憎けりゃ夫まで憎い                            A    B   C 
 
53.妻賢ければ夫禍少なし、子孝なれば父の心寛なり     A    B   C 
 
54.妻の恥は夫の恥                                   A    B   C 
 
55.妻は夫の譜代の臣                                 A    B   C 
 
56.良き夫は良き妻を作る                             A    B   C 
 
57.良き妻は夫を良夫にする                           A    B   C 
 
58.男と牛の子急ぐものでない                         A    B   C 
 
59.男と箸とは固きが良し                       A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
60.男に惚れられても女に惚れられるな                A    B   C 
 




62.男の糸目に女の八目                            A    B   C 
 
63.男の我には居糞を垂れる      A    B   C 
 
64.男の口から出た事は反故にならぬ               A    B   C 
 
65男のこうけ（権勢）は釜の前                            A    B   C 
 
66.男の心と大黒柱は太うても太かれ                A    B   C 
 
67.男の子三人金の鋼                              A    B   C 
 
68.男の子を育てるときは白歯見せるな              A    B   C 
 
69.男の子は父に付く                               A    B   C 
 
70.男の子は餅で育て、女の子は酒で育て            A    B   C 
 
71男の謝罪は打ち首も同様                        A    B   C 
 
72. 男は上恋、女は下恋                          A    B   C 
 
73.男は気で食え                                    A    B   C 
 
74.男は閾を跨げば七人の敵がある                  A    B   C 
 
75.男は辞儀に余れ                                A    B   C 
 
76.男は裸百貫                                    A    B   C 
 
77.男は松、女は藤                                 A    B   C 
 
78.女の利口より男の馬鹿が良い                    A    B   C 
 




80.稼ぐ男より工面の男                             A    B   C 
 
81. 田植えにゃ女が大将、男が馬鹿                A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
82.倹しい（つましい）男に青菜見せな                         A    B   C 
 
83.手書くは男の表道具                           A    B   C 
 
84.泣く連れは女、笑う連れは男                    A    B   C 
 
85.女房は男の鎮                                  A    B   C 
 
86.良妻と健康は男の最高の富である                A    B   C 
 
87.藁で束ねても男は男                         A    B   C 
 
88.男年寄りは甕の破片、女年寄りは鍋の破片        A    B   C 
 
89.男前より気前                                  A    B   C 
 
90.男やもめに蛆がわき、女やもめに花が咲く        A    B   C 
 
91.孝は妻子に衰う（おとろう）                             A    B   C 
 
92.恋は女子の癪の種                              A    B   C 
 
93.男女柂枷を同じくせず                          A    B   C 
 
94.男女功を貿え相資りて業をなす                   A    B   C 
 
95.女は己を喜ぶ者の為に容る（かたちづくる）             A    B   C 
 




97.女は氏無くて玉の興に乗る                     A    B   C 
 
98.女の湯巻きと世間の付き合いは狭いが良い      A    B   C 
 
99.女の年始は三月まで                          A    B   C 
 
100.女の鼻先思案                              A    B   C 
 
101.女の話は一里限り                         A    B   C 
 
102. 女の細腕                                   A    B   C 
 
103.女は敷居を跨ぎながらも七十企み            A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
104.女は三従                               A    B   C 
 
105.女は国の平らげ                            A    B   C 
 
106.親苦、子楽、孫乞食                         A    B   C 
 
107.親と子供は銭金で買われぬ                   A    B   C 
 
108.親なき後は兄が親                      A    B   C 
 
109 .親に掛る時、子に掛る折り                A    B   C 
 
110.親に似た蛙の子                      A    B   C 
 
111.親には一日に三度笑って見せよ               A    B   C 
 
112.親には勝たれぬ                      A    B   C 
 
113.親に目なし                         A    B   C 
 




115.親の意見と茄子の花                     A    B   C 
 
116.親の十七子は知らぬ                    A    B   C 
 
117.親の七光                        A    B   C 
 
118.医者は先医を誇り、物縫う女は針手を誇る     A    B   C 
 
119.女の髪の毛には大象も繋がる               A    B   C 
 
120.女の気の強いのと葉汁の強いのとは悪い        A    B   C 
 
121.女の口と財布の口は締めておけ             A    B   C 
 
122.女の心と秋吹く風は夜に七遍変わる         A    B   C 
 
123.女の子は女に付く                        A    B   C 
 
124.女の猿知恵                               A    B   C 
 
125.女の仕返しは三層倍                       A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
126.女の商談と七の段は割切れず                 A    B   C 
 
127.女のために身を捨てる馬鹿はあれども親のために身を捨てる者はない   A    B   C 
  
128.女の知恵は後へ回る                     A    B   C 
 
129.女の情には蛇が住む                     A    B   C 
 
130.女の涙と犬の跛を曳くのは嘘              A    B   C 
 




132女は嫉妬に大事を漏らす                   A    B   C 
 
133.女は母親の育て柄                      A    B   C 
 
134.女は人間を左右にせよ                    A    B   C 
 
135女は弱しされど母は強し                   A    B   C 
 
136.女は乱の基                          A    B   C 
 
137.鏡と操は女の持つべきもの                 A    B   C 
 
138.風に靡く刈萱、男に従う女                 A    B   C 
 
139.恋の道には女が賢い                     A    B   C 
 
140.酒と女は敵なり                                A    B   C 
 
141.酒は古酒、女は年増                       A    B   C 
 
142.年寄りと大病人は女の介抱でないと行き届かぬ     A    B   C 
 
143.生ぬるい女は一日に釜の前を三度は廻りかねる      A    B   C 
 
144.何の匂いもしない女が最も良い匂いする女である    A    B   C 
 
145.犯罪の陰には必ず女あり                           A    B   C 
 
146.悋気は女の常                                  A    B   C 
 
147.父は天、母は地                                A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
148.父命じて呼べば唯（い）して諾せず                      A    B   C 
 




150.姑の朝笑い後が怖い                                A    B   C 
 
151.姑の涙汁                                        A    B   C 
 
152.姑が年寄るほど僻む                               A    B   C 
 
153.女房鉄砲仏法                                  A    B   C 
 
154.女房と米には厭かぬ                               A    B   C 
 
155.女房と昼の日は目に見えぬ所に光があり              A    B   C 
 
156.女房の妬くほど亭主もてもせず                  A    B   C 
 
157.女房は山の神に百石の位                        A    B   C 
 
158.女房は百日 馬は二十日                         A    B   C 
 
159.嫁の手には真綿も付かぬ娘の手には割れ木でも付く   A    B   C 
 
160.嫁は憎いが孫は可愛い                           A    B   C 
 
161.嫁は家のもの、娘は他人のもの                    A    B   C 
 
162.嫁の留守姑の正月                              A    B   C 
 
163.嫁は木尻から、婿は横座から貰え                  A    B   C 
 
164.嫁御十年                                      A    B   C 
 
165.嫁こそ子なれ                                    A    B   C 
 
166.嫁と厠は遠いほどよい                          A    B   C 
 




168.親父と南蛮辛いほどよい                        A    B   C 
 
169.親父の夜歩き息子の看経                         A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
170.男の子と杉の木育たぬ                            A    B   C 
 
171.夫婦は苦楽を共にす                            A    B   C 
 
172.夫婦は他人の集まり                            A    B   C 
  
173.男子の一言金鉄の如し                              A    B   C 
 
174.女色は骨を削る小刀                             A    B   C 
 
175.いやな女房でも去れば三百文損した心地           A    B   C 
   
176.娘三人持てば身代潰す                       A    B   C 
 
177.娘十八なら蕾                          A    B   C 
 
178.女は口上使えば牛の値が下がる             A    B   C 
 
179.慈母に敗子有り                          A    B   C 
 
180.親の悪いのと味噌の悪いのは始末がつかぬ    A    B   C 
 
181.吝嗇なる父は奢侈なる子を生む             A    B   C 
 
182.温い嫁御は姑御に噛まれる                  A    B   C 
 
183.明鏡は醜婦の仇                           A    B   C 
 




185.女と塩物すたりはない                        A    B   C 
 
186.男おさまりが大事                           A    B   C 
 
187.可愛がられた伯母より叩き出された親          A    B   C 
 
188.美女は命を断つ斧                            A    B   C 
 
189.親父は俺より年上                            A    B   C 
 
190.人気男に嫁が無い                            A    B   C 
 
191.女の言うことには富士の山もなびく            A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
192.似合う夫婦の鍋の蓋（破れ鍋に綴じ蓋）                     A    B   C 
 
193.下駄は緒がら亭主は女房がら                   A    B   C 
 
194.竈より先に女房                                A    B   C 
 
195.婿には花を持たせ                               A    B   C 
 
196.夫婦は合わせ物離れ物                            A    B   C 
 
197.三人の子持ち母は笑うて育て一人の子持ち母は泣いて育てる  A    B   C 
 
198.母も母なら娘も娘                               A    B   C 
 
199.姑と嫁に火が付く                                A    B   C 
 
200.婦の為に眉を画く                               A    B   C 
 
201.謀婦人に及ぶ                                   A    B   C 
 




203.女房と味噌古いほどよい                           A    B   C 
 
204.女に財布を任すも心を任すな                       A    B   C 
 
205.継母と牛殺しの木によく伸びたるはなし            A    B   C 
 
206. 歌は声から女は衣装から                          A    B   C 
 
207.父在すときは老いを称せず、孝を言いて悪を言わず    A    B   C 
 
208.悪女の賢者ぶり                    A    B   C 
 
209.美女は悪女の敵                    A    B   C 
 
210. 一生の患いは悪性の妻                A    B   C 
 
211. 縄切れの余りと女の余りは無い            A    B   C 
 
212.悪婦家を破る                     A    B   C 
 
213.賢婦は夫をして貴からしめ、悪婦は夫をして賎しからしむ  A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
214.女房の持ちたてと草鞋の穿きたてとは足が軽い      A    B   C 
 
215.親族は葦の如く夫妻は瓦の如し             A    B   C 
 
216.主人の足跡は土地を肥やす               A    B   C 
 
217.妻子は身の怨なり、眷属は心の敵となり         A    B   C 
 
218.夫妻夜を隔つる仇なし                 A    B   C 
 




220.男は当たって砕けろ                  A    B   C 
 
221.仁の実は親に事うる是也、義の実は兄に事うる是也    A    B   C 
 
222. 娘に甘いは父親の習い                 A    B   C 
 
223.男は礼に余れ女は華飾りに余れ             A    B   C 
 
224.女は会釈に余れ                    A    B   C 
 
225.飯のあらと嫁のあらは少しでも歯にかかる        A    B   C 
 
226.父の非を改むるは孝の一つ               A    B   C 
 
227.道具と女房は有りあわせ                A    B   C 
 
228.此の父有りて斯にこの子あり              A    B   C 
 
229.父に諫むる子あればその子必ず繁栄す        A    B   C 
 
230.家内安全女房に惚れて居る             A    B   C 
 
231.婿はむっという程可愛い              A    B   C 
 
232.家に女房なきは火のなき炉の如し          A    B   C 
 
233.男の子は他人が叱る、女の子は親が意見する     A    B   C 
 
234.女見るなら忙しい時にみよ             A    B   C 
 
235.男心と秋に空は一夜に七度変わる          A    B   C 
A.よく知っていて、日常的に使っている   B.一応知っている    C. 知らない 
 
236.一切の男子をば生生の父と頼み、よろずの女人を生生の母と思え  A    B   C 
 




238.男はいつも嘘つきである             A    B   C 
 
239. 女は着物が命から二番目             A    B   C 
 
240.旅に女と犬を連れぬもの              A    B   C 
 
241.夫婦の喧嘩は犬も食わない              A    B   C 
 
242.妻は衣服の如し                   A    B   C 
 
243.女の好きは芝居、蒟蒻、芋、南瓜           A    B   C 
 
244.女の子には学問いらぬ                A    B   C 
 
245.男は色黒く歯白く                  A    B   C 
 




















Зүйр цэцэн үгний тухай анкет судалгаа 
 
     Танд энэ өдрийн мэнд хүргэе. 
 Орчин үеийн хүмүүс зүйр цэцэн үгийг хэр мэддэг, хэрхэн хэрэглэж 
байгааг мэдэх зорилготой судалгаа хийж байгаа тул тусалалцаа 
үзүүлнэ үү. Баярлалаа. 
   
Нас:      хүйс:         
 
Заавар: та доорхи асуултанд зөвхөн өөрийн чинь саналд тохирсон 
хувилбарыг бичнэ үү.    
 
Та зүйр цэцэн үүнийг хэр мэддэг, хэр зэрэг хэрэглэдэг вэ? 
 
A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.   
B.Мэддэг.    
C.Мэдэхгүй. 
 
1. Аав болохоосоо өмнө  
Өвөө болохыг санах  
 
2. Аав нь бүгдийн хаан  
Ах нь дүүгийн хаан 
  
3. Аав үхэхлээр агь гэрээс 
Агь үхэхлээр арьс нь хээрээс 
 
4. Аав хүү хэрэлдвэл ачлалгүйн тэмдэг 
Ээж охин хэрэлдвэл элбэрэлгүйн тэмдэг  
 
5. Аав ээжийн асралаар  
Амьтан хүн болох 
  
6. Ааваан санавал авгаан 
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Ээжээн санавал нагацаан  
 
7. Ааваасаан өөр хүн танихгүй 
Авгайгаасаан өөр хүн мэдэхгүй 
 
8. Аавдаан ачил 
Ахдаан дүүчил 
 
9. Аавдаан авгай авахыг зааж 
Ээждээ утас ээрэхийг заах 
 
10. Аавын сургаал алт 
Ээжийн сургаал эрдэм 
 
11. Аавын ач өнгөрсөн хойноо 
Айлын тус нүүсэн хойноо 
 
12. Аавын хүү арвистэй 
Агтны хүү шандастай 
 
13. Аавын муу нь авга 
Махны муу нь уушиг 
 
14. Ааш муутай эхнэр айлтай айл явахгүй 
Атгаг сэтгэлтэй эр арын хөтөл давахгүй 
 
15. Ажил хөдөлмөр-эрдэм 
Аав ээж-эрдэнэ 
 
16. Ажилгүй хүний амлах нь их 
Ааштай авгайн загнах нь их  
 
17. Аймхай морь үргэмтгий 
Аальгүй хүүхэн инээмтгий 
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18. Айлын тус өнгөрсөн хойно 
Аавын тус үхсэн хойно 
 
19. Алиа морь авын гэмшиглэн 
Агсам эхнэр насны гэмшиглэн 
 
20. Алмааз эрдэнэ зүлгэх тутам өнгө ордог 
Аавын хүү явах тутам ухаан суудаг  
 
21. Алт мөнгийг эрээд олно 
Аав ээжийг эрээд олохгүй 
 
22. Алжуу эхнэрт аяга шалтаг 
Алжуу эмст ангайх шалтаг 
 
23. Алты нь аваад авдры нь хаях 
Эхий нь аваад үрий нь гээх  
 
 
24. Ам нь иддэг сүүл нь таргалдаг 
Ах нь хэлдэг дүү нь сонсдог 
 
25. Арвай тарьвал ургана 
Авгай авбал жаргана 
 
26. Арга эр мэт 
Билиг эр мэт  
 
27. Асга хадны чулуу хатуу  
Аав ээжийн сургаал хатуу 
 
28. Асрахын урьд айлгаж 
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29. Асрыг тулдаг багана боловч 
Аглаг ууландаан ширэнгэ 
Арслан адил баатар боловч  
Аав ээждээн хүүхэд 
 
30. Атаач эм 
Арван нүдтэй 
 
31. Атигар ч болсон аавын хүү 
Цэдгэр ч болсон цэргийн хүү 
 
32. Атгын төдий эм байвал  
Аливаа зүйлд хэрэглэнэ. 
 
33. Ах дүү долуулаан 
Аман хүзүү зургуулаан  
 
34. Ах дүү нар эвтэй бол 
Авдар алтнаас цэнэтэй 
 
35. Ах дүүгийн ааш нэг  
Төрөл улсын төсөө нэг 
 
36. Ах дүүгийн авьяас нэг 
Төрөл хүний төсөө нэг 
 
37. Ах дүүгийн хол нь дээр 
Аргал усны ойр нь дээр  
 
38. Ах дүүтэй хүн тал мэт уужим 
Ах дүүгүй хүн алга мэт уйтан  
 
39. Ах сайтын дүү цэцэн  
Ажил сайтын авгай уран  
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40. Ахын хишиг  дүүд олдох 
Дүүгийн хишиг ахад олдохгүй  
 
41. Арван хүнд ах байдаг 
Атгах шагайнд эр байдаг 
 
42. Ах үхэхээр бэргэн гэрээс 
Агт үхэхээр сайр гэрээс 
 
43. Баяны хавтганд 
Охидын сэтгэлд 
 
44. Баяны хүүхэн баярхсаар  
Баярхсаар барлагтай үлдэх  
 
45. Буруулсан эхнэрийн царай муухай 
Бургасан тэнгэрийн ааш муутай 
 
46. Буцахаан бодсон эхнэрийн царай хүйтэн  
Бургиж буцалсан цайны уур нойтон 
 
47. Бүрхэг тэнгэрийг шөнөд тооцвол шөнө олон  
Бүрэг эрийг эмд тооцвол эм нь олон  
 
48. Бүсгүй хүнд архи зохихгүй 
Бүдүүн гүүнд эмээл зохихгүй 
 
49. Бэр барьсан нь үүдэнд  
Хэсэж ирсэн нь хойморт 
 
50. Бэргэний бэрх тогоон дээр  
Хүргэний бэрх уяан дээр  
 
51. Бэрийн царай харахаар  
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Хүргэний царай хар       
 
53. Бөхийн дээр бөх 
Эрийн дээр эр 
 
54. Гал муутай хэт биеийн зуд  
Гадаа гардаггүй эр гэрийн зуд  
 
55. Голомхой гахай таргангүй 
Гоёмхой эхнэр харвингүй 
 
56. Голсон хүүхэнд голд орох 
Шилсэн хүүхэн шил хазах  
 
57. Гуталдаан хавчигдсан хөл хөөрхий  
Эхнэртээн хавчигдсан эр хөөрхий   
 
58. Гүүний жороо 
Чавганцын намжир хоёр адил 
 
59. Гэгээн саруул гэртэй болж 
Гэрээр дүүрэн хүүтэй болох  
 
60. Гэдэс цадвал гэрээн мартах  
Гэргий авбал ээжээн мартах  
 
61. Гэлэн лам гэрлээч 
Лхарамба лам эхнэрч  
 
62. Гэлэнгээс гэрийн эзэн  
Гэцлээс чавганц дээр  
 
63. Гэргийдээн мэдүүлсэн эр  
Гишгэх газраа олохгүй 
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64. Гэргийн сайхан хоолондоо 
Гэрийн сайхан хоймортоо 
  
65. Дагасныг хоролбол сайн эрийн нэргийг гутаана 
Зарласныг эргүүлбэл баатар цэргийн сэтгэлийг алдана.  
 
66. Дийлсэн нь хаан дийлдсэн нь хулгай 
Дийлсан эмийн дэлэн нь дээшээн 
Дийлдсэн эрийн толгой нь доошоон  
 
67. Долоон муу хүүгээс  
Доголон өвгөн /нөхөр/ дээр  
 
68. Дотоод энгэрт нь долоон хүү 
Гадаад энгэрт нь ганц охин 
 
69. Дөрвөлжин хар уул  
Өвөрлөх нэг замтай 
Дөрвөн аав ээж 
Хэлцэх нэг жамтай 
 
70. Дөрвөн цагийн дотроос зун цаг үлэмж 
Амраг садны дотроос аав ээж үлэмж 
 
71. Дөрөөний сур дөрөв бол хөлд түшиг 
Ах дүү дөрвүүл бол нутгийн түшиг 
 
72. Дөч хүрсэн эр 
Дөрвөөн дарсан ат 
 
73. Дуудах нэрийг аав ээж өгдөг 
Дурсах алдрыг өөрөө олдог  
 
74. Дуутай тэнгэр хургүй 
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Цуутай хүүхэн хуримгүй 
Цуутай охин хадамгүй 
 
A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
 
75. Дүүтэй хүн дөрөө өшгөлнөө 
Хүүтэй хүн хөл өшгөлнө 
 
76. Ахдаа халдвал арван баатай 
Дүүдээ халдвал дөрвөн баатай 
  
77. Дэгжин өнгө хувирдаг 
Дэндүү эхнэр хагацдаг 
 
78. Дээдсийн алдар нэрийг илтгэ 
Дэргэдэх ах дүүгээн хураа 
 
79. Дээрээсээ түших ахгүй 
Доороосоо тулах дүүгүй 
 
80. Есөн хүү гаргасан эх 
Их гэрийн хоймор суудаг  
 
81. Есөн хүүтэй хүн хотын ах  
Есөн ихтэй хүн саахалтын ах  
 
82. Ёдор эр ёргио зантай 
Асман бух мөргөөч зантай 
 
83. Ёлын хүү шувуу идэх 
Ёгорын хүү хор идэх  
 
84. Ёолж төрөхгүй бол үр биш 
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85. Ёргио эр 
Хургиа дуутай 
 
86. Завхай эм амьдрал үрэх 
Зальхай түшмэл төр үрэх /эвдэх/ 
 
87. Загасны мах завсартай 
Хойт эх ялгавартай 
 
88. Загасчийн морь усгүй 
Гуталчийн хүү гуталгүй 
 
89. Задгай хүүхний хурим зүдрүү 
Заргатай хүний царай зүдрүү 
 
90. Залуу хүн нэрэнд дуртай 
Өвгөн хүн дэрэнд дуртай 
 
91. Залуу хүн олсноо өмсдөг 
Хөгшин хүн олсноо иддэг  
 
92. Залуу хүн хуруу нэмэх 
Хөгшин хүн ухаан нэмэх 
 
93. Залуу хүн яван жаргадаг  
Хөгшин хүн суун жаргадаг 
 
94. Залуу хүний сайныг моринд мэд 
Хүүхэн хүний сайныг үйлэнд мэд 
 
95. Залуу цагт эцэг эхийн эрхээр  
Идэр цагт эхнэрийн эрхээр 
Өтлөх цагт хүүхдийн эрхээр 
Үхэх цагт өвчний эрхээр  
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96. Залхууд охиноо бүү өг 
Согтууд морио бүү өг  
 
97. Зарах дүүтэй 
Захирах ахтай  
 
98. Зарахад хүргэн зөөлөн  
Залахад яргай зөөлөн  
 
99. Зол завшаан тохиож түрүүлж явбал яз тэр  
Золбоо хүү дийлж цөмийг хаявал эз тэр  
 
100. Золгүй бэр  
Жадгүй цэрэг  
 
101. Зуд ирвэл бурхан дээр 
Зэм ирвэл ах дээр 
 
102. Зудын малыг уруу эр  
Зуны малыг өөд эр  
 
103. Зурхайчийн эх нь тамд 
Эмчийн эх нь диваажинд 
 
104. Зурхайчийн эх хилэнцтэй 
 
105. Инж ирээгүй эм эрэх 
 
106. Их бороо зам эвдэх 
Их ам эрийг гутаах 
 
107. Лууван авбал олон байна 




A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
108. Магтсан хүүрэн хуримандаан  
Бахтсан бөх амандаан 
  
109. Малтай хүн 
Малгайтай бэр авдаг 
  
110. Махны муу уушиг 
Аавын муу авга 
 
111. Махны төлөө шор түлэгдэх 
Манай төлөө хүү түлэгдэх 
 
112. Махны төлөө шор зовох 
Хүүгийн төлөө эх зовох 
 
113. Модчин хүү урты нь 
Төмөрчин хүү богины нь  
 
114. Морьгүй эх  
Далавчгүй бүргэд адил 
 
115. Мохоо боловч хутга 
Муу боловч эр /залуу/ 
 
116. Муруй тариа ургаач 
Муу эм үглээч 
 
117. Муруй халбага амныхаан зүг 
Муу эр хоолныхоо зүг 
 
118. Муруй хуруу амандаан 
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119. Муу боловч ээжтэй сайхан  
Муруй боловч замтай сайхан  
 
120. Муу бэр авахдаан дэлгэрч 
Өгөхдөөн ширгэж орхих 
 
121. Муу дайсан таньдагтаа баатар  
Муу эр эмдээн /эхнэртээ/ баатар  
 
122. Муу идэш нэг жилийн гай 
Муу эхнэр нэг насны гай 
 
123. Муу морь унасанд орвол 
Модоо чирсэн нь нэг мөр  
 Муу эм авсанд орвол 
 Ганцаараа явсан нь нэг мөр  
 
124. Муу морины цогих нь 
Булгих шиг 
 Муу эрийн гүйх нь   
 Гэлдрэх шиг 
 
125. Муу морины шогших нь нидрэх шиг 
 Муу эмийн явах нь мөлхөх шиг 
  
126. Муу морь эзнийхээн хийморийг дарах /барах/ 
Муу эхнэр нөхрийнхөөн хийморийг дарах /барах/ 
 
127. Муу нохойн санаа талын гурван гөрөөсөнд 
 Муу хүний санаа харчин хааны охинд  
 
128. Муу охинд буухаар  
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129. Муу охиноос  
Сайн хүргэн /дээр/ 
 
130. Муу тайж танилдаа баатар  
Муу эр эхнэртээ баатар  
 
131. Муу хөвгүүн ургаа мод хувхайрсан мэт  
 Сайн бэр өрхөөр гийсэн нар мэт  
 
132. Муу хүн муугаар цайлана 
Муу эм бузраар дайлна.  
 
133. Муу хүний өвөг болохоор 
Сайн эрийн хөтөч бол  
 
134. Муу эд мөнгөний дайсан  
Муу эр гэрийн дайсан  
 
135. Муу эм гэрийн новш 
Моголцог /тайрдас/ мод уулын новш 
 
136. Муу эм нүүр хөөдөх  
Муу бичээч цаас хөөдөх  
 
137. Муу эрийн уур гэрээр дүүрэн 
   Муу эмийн үс ороор дүүрэн 
 
138. Муу эм эрээ айлгамтгай 
Муу нохой хаваа айлгамтгай 
 
139. Олиггүй эр эхнэртээ дээрэлхүү 
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140. Муу эм эмээр идээших 
Муу эр архиар идээших  
 
141. Муу эмээл морины дайсан  
Муу эм эрийн дайсан  
 
142. Муу эр айлч  
Муу эм цайч  
 
143. Муу эр архинд дурлах  
Сайн эр сургаалд дурлах  
 
144. Муу эр гэрийн буг  
Муу эзэн төрийн буг  
 
145. Муу эр гэртээн эрлэг хааны дүртэй 
 Шар шувуу үүрэндээн хангардийн дүртэй 
 
146. Муу эр дайнд хөөрөх  
Мунхаг хүн магтаалд хөөрөх  
 
147. Муу эр мод чулуу 
Сайн эр саадаг нум 
 
148. Муу эр мянга үхнэ  
Сайн эр ганц үхнэ 
 
149. Муу эр хөхрөө ихтэй 
Муу мөөр хяхнаа ихтэй 
 
150. Муу эрд хэлсэн үгний гарз 
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151. Муу эрийн уур их 
Муу эмийн жөтөө их 
 
152. Муу эрийн санаа 
Алсан даваанд /гэх шиг/ 
 
153. Муу эхнэр дарж болшгүй барлаг  
Сайн эхнэр барж идэшгүй баялаг  
 
154. Муу эцэгт тэнэг хүү 
Муу эхэд золбин охин  
 
155. Наранд ээж суух сайхан  
Настанд буурал суух сайхан  
 
156. Ноён нүүртэй хүнд эм олддоггүй 
 Нохой нүүртэй хүнд эмээл олддоггүй 
 
157. Номгүй лам /хувраг/ янч 
Үйлгүй эхнэр эсгээч  
 
158. Нөхөргүй эм 
Азаргагүй гүү /хоёр адил/ 
 
159. Нүүрэмгий хүүхэн  
Түрэмгий бух хоёр адил  
 
160. Нүүрэмгий хүүхэн ичихийг мэдэхгүй 
 Түрэмгий бух буцахыг мэдэхгүй 
 
161. Нэг сэтгэлтэй эм эм биш эр  
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162. Нэг хүүхэн ичээсэнд орвол 
Нэг барс ичээсэн нь дээр  
 
163. Оёдолгүй эм утас үрэх  
Уншлагагүй лам олбох элээх  
 
164. Олз олох эхийн цагаан сүүнээс илүү /гэх шиг / 
 
165. Олиггүй эр архинд чангарна 
Олс дээс усанд чангарна  
 
166. Олиггүй эр эхнэртээн дээрэлхүү 
Огтор бух бяруундаан дээрэлхүү 
 
167. Олон хүүхэнтэй газар хов тасардаггүй 
Олон ямаатай хонь бэлчээрт тогтдоггүй  
 
168. Оргүй байж 
Онигорыг голох  
 
169. Оргүй байхаар  
Охинтой бай 
 
170. Орилсон эхнэр орлиондоон жаргадаг /цаддаг/ 
Ульсан чоно улиандаан жаргадаг /цаддаг/ 
 
171. Отгон хүү гэж орой босох  
Эрхэм танхил гэж эрт унтах  
 
172. Отгон хүү хүндтэй 
Охин хүү зэмтэй 
 
173. Отгон хүү оройтохгүй 
Орхиу хэнз оройтох  
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174. Охион тариа хоёрыг бүү гол 
Олгой гүзээ хоёрыг бүү бас  
 
175. Охин хүн амныхаан мууд  
Орог зусаг аашныхаан мууд  
 
176. Охин хүн баруун нүд сохор 
Барлаг хүн хоёр нүд сохор  
 
177. Охин хүн өсөхдөөн  
Арван найм хувилдаг  
 
178. Охиноо өгсөн хүн бөгтөр  
Охины нь авсан хүн магдгар  
 
179. Охины муу гээгдэхгүй 
Хүүгий муу гээгдэх  
 
180. Охины муу өглөө мэдэгдэх  
Хүүгийн муу орой мэдэгдэх  
 
181. Охины нь авъя гэвэл эхээр нь шинж 
Хүүтэй нь сууя гэвэл эцгээр нь шинж 
 
182. Өвс үзсэн мал галзуу 
Өнгө үзсэн эр галзуу 
 
183. Өөрийн эхнэр эмгэн болж 
Хүний эхнэр дагина болж үзэгдэх  
 
184. Өөрийн эх өр зүрхнээс 
Хойт эх хормой хотноос  
 
185. Өглөө эрт согтвол нэг өдрийн зовлон 
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   Өөдгүй эхнээр авбал нэг насны зовлон 
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186. Сайн хүүхэн харьд гардаггүй 
   Сайн морь нутаг алдахгйү 
 
187. Саглагар мод уулын чимэг  
Сайхан хүүхэн гэрийн чимэг  
 
188. Сагсуу хүн нөхөрт халгаатай 
Саваагүй хүүхэн ханьд халгаатай 
 
189. Сагсуу хүнд нөхөр хол 
Саваагүй хүүхэнд нь хань хол 
 
190. Сайдууд үгүйд 
Сайн өвгөн сайд  
 
191. Сайн ах дүү мянга байсан ч арвидахгүй 
Муу ах дүү нэг ч байсан багадахгүй  
 
192. Сайн бэргэн ээж мэт  
Сайн бэр охин мэт  
 
193. Сайн бэр өрхөөр гийсэн нар мэт  
 Үүдээр туссан сар мэт өөрөө ургасан жимс мэт   
 Үүрдээр заяасан бал бурам мэт  
 
194. Сайн гүү соёотой 
Сайн хүүхэн сахалтай 
 
195. Сайн гэргий гэрийн чимэг  
Муу гэргий гэрийн буг  
 
196. Сайн гэсэн морь уяан дээр  
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Сайхан гэсэн хүүхэн төрхөм дээр  
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197. Сайн моринд ганц эмээл  
Сайн эхнэрт нэг эр /хань/ 
 
198. Сайн моринд эмээл бөх  
Сайн хүүхэнд нөхөр бөх  
 
199. Сайн морь жидүүнд автагдах  
Сайн эр өвчинд дарагдах  
 
200. Сайн морь явдлын хань  
Сайн эхнэр насны хань  
 
201. Сайн морь салхисаг  
Сайн эр найрсаг  
 
202. Сайн морь чихэндээ 
Сайн эр нүдэндээ 
  
203. Сайн морь эцэхгүй 
Сайн эр гутахгүй /цуцахгүй/ 
 
204. Сайн ч болсон эм хүн  
Саруул ч болсон сар  
 
205. Сайн эм сахиус  
Муу эм дөнгө 
 
206. Сайн эм хань  
Муу эм ад  
 
207. Сайн эр дөрөө мулталсаар үгээ хэлнэ 
 Муу эр идэж цадаад үгээ хэлнэ  
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208. Сайн эр замын уртыг  
Муу эр замын ойрыг  
 
209. Сайн эр зарганд унасан  
Цагаан морь шаварт унасан хоёр адил  
 
210. Сайн эр зовлонд ухаажна.  
Муу эр зовлонд мунхрана 
 
211. Сайн эр санаанд мушгигдахгүй 
Муу эр идээнд мушгигдахгүй 
 
212. Сайн эр сарын газар тустай 
Саруул од шөнийн харанхуйд тустай 
 
213. Сайн эр сарын хүлээцтэй 
Муу эр хоногийн хүлээцтэй 
 
214. Сайн эр урдаа шархтай 
Муу эр ардаа шархтай 
 
215. Сайн эр үгүйрэвч муу замаар явахгүй 
 Сайн морь муудавч сайхан эрдмээн орхихгүй 
 
216. Сайн эр харвах  
Муу эр харах  
 
217. Сайн эр харваач  
Муу эр хашгираач 
 
218. Сайн эр харснаа хэлэх  
Муу эр идсэнээ хэлэх  
 
219. Сайн эр хоёр төрд зүтгэдэггүй 
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 Сайн эм хоёр эрд нөхцдөггүй 
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220. Сайн эр хээрийн хоймор ясаа тавьдаг  
 Муу эр гэрийн хаяанд ясаа тавьдаг 
  
221. Сайн эр хулгаж байлдаггүй 
Сайн морь хударгалж өшиглөдөггүй 
 
222. Сайн эр хуяггүйгээр дайсныг дарна 
 Санаатай эр нүцгэн биеэр үйлийг бүтээнэ 
 
223. Сайн эр шахамдсан цэргийг шахаж үл ална 
 Санаатай эзэн шургасан хүнийг шарлааж үл зовооно 
 
224. Сайн эрд архи гайтай 
Сайн моринд жидүү гаатай 
 
225. Сайн эрийг зовлон ухаан оруулдаг  
 Муу эрийг зовлон ухаан алдуулдаг  
 
226. Сайн эрийн санаа сайхан  
Сайн морины зоо сайхан  
 
227. Сайн эрийн эмээл хүнд 
Муу эрийн гутал хүнд  
 
228. Сайн эр шахамдсан цэргийг шахаж үл ална 
  Санаатай эзэн шургасан хүнийг шарлааж үл зовооно 
 
229. Сайн эхнэр барж идэхгүй баялаг  
Муу эхнэр дарж болохгүй буг  
 
230. Сайн эхнэр гэрийн чимэг  
Саглагар зандан уулын чимэг  
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231. Сайн эхнэр сарын гурван баяр  
Муу эхнэр өдрийн гурван зовлон 
 
232. Сайхан хүүхэн нүдний гох 
Сайн будаа шүдний гох  
 
233. Сайхан хүүхэн жаргалын чимэг  
Ухаантай эх гэрийн чимэг  
 
234. Сайхан хүүхэн сэтгэлийн зугаа 
Саваагүй эм эрийн зугаа 
 
235. Сайхан хүүхэн санваарын дайсан  
Самуун ноён төрийн дайсан  
 
236. Сайхныг эрэхээр сайныг эр 
  
237. Салан хүүхэн самаа гээдэг  
Самуун эр саадгаа гээдэг  
 
238. Салж чадахгүй мөртлөөн  
Эхнэрээн бүү муул /муу хэл/ 
 
239. Салхи бороо хоёр сайхан дээлийн дайсан  
 Архи хүүхэн хоёр сайхан амьдралын дайсан  
 
240. Самуун зальхай дэгдэхгүй бол  
Сайн эр тодрохгүй  
 
241. Сайн бэргэн ээж мэт 
   Сайн бэр хүүхэн мэт 
 
242. Самуун эмс төвөгтэй 
Сайн эдлэл үрэгдэлтэй 
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243. Сарлагийн үхэрт эмээл зохихгүй 
Савсаг эмд архи зохихгүй 
 
244. Сармагчин явсан газар тариа алдана  
Чавганц явсан газар хэрэг алдана. 
 
245. Сармагчны амнаас чавга авах  
Сарнаас хүүхэн авахтай адил  
 
246. Сонгосон хүүхэн  
Сохор хүргэнд учрах  
 
247. Сумны мөс шулуун ч онь өдгүйгээр харваж болохгүй 
 Аавын хүү сайн ч сургаалгүйгээр цэцэн болохгүй 
 
 
248. Хүний хүү цэцэн ч  
Сургуулиас ангид мэргэн болохгүй  
 
249. Сургаалгүй эм  
Хазааргүй гүү /хоёр адил / 
 
250. Сургуулийн эх жаргал  
Залхуугийн эх зовол  
 
251. Сүх авах хүн онгий нь хардаг  
 Хүү авах хүн удмы нь хардаг  
 
252. Сүх ишиндээн баригдах  
Эм эрдээн баригдах  
 
253. Сүүгүй хонь холбоосог 
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254. Сэтгэлийн өвчинг үгээр  
Биеийн өвчинг эмээр  
 
255. Таарсан эр эм хоёр  
Тал банзан дээр багтдаг  
 
256. Ааван хөвгүүн адилгүй 
 
257. Тал хүүгээн таалах  
Талгүй хүүгээн баалах  
 
258. Тариа голбол хүнсээр тасрана.  
Эм голвол үрээр тасрана  
 
259. Тооройн хүү тоосорхуу 
Торгон дээл өнгөрхүү  
 
260. Төр ёс түвшин бол төрийн эзэн мэргэн  
 Төрүүлсэн эцэг ухаантай бол төрсөн хүү төгс  
 
261. Төрөх эмийн төлөө 
   Төрмгүй эхнэр зовох 
 
262. Усны эх нь булаг  
Улсын эх нь нагац 
 
263. Ууган хүү омголон  
Отгон хүү наалинхай /эрх/ 
 
264. Уужгүй авгайн дотор уужим  
Ураггүй авгайн сэтгэл уужим 
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266. Уулыг цас дардаг  
Эрийг нас дардаг  
 
267. Ухаантныг бодож суух хооронд  
Тэнэг нь хүүгээн гэрлүүлэх  
 
268. Улсыг хураахад зусар түшмэлийн үгийг бүү ав 
   Гэрээ засхад зусар эхнэрийн үгийг бүү ав 
 
269. Үйлгүй хүүхэн дууламхай 
Сүүгүй үнээ мөөрөмхий 
 
270. Үр өсөж эр болох  
Үрээ өсөж хүлэг болох  
 
271. Үргэсэн моринд ташуур олон  
Өнчин хүүхэнд эзэн олон  
 
272. Үрий нь аваад эхий нь гээх  
 
273. Үрээн сургах хүн олны дунд  
Эмээн сургах хүн орон дотроон  
 
274. Үүд муутын хоймор бүү суу  
Удам муутын охиныг бүү ав  
 
275. Үүл үдэлбэл бороо  
Үг үдэлбэл өвчин  
 
276. Хав түлээ галын буг 
  Харамч эхнээр гэрийн буг 
 
277. Харямаанаас халтар шиг 
   Хараалч эмээс хэрүүлч охин 
41 
 
A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
278. Хаа доголон зээр агтын толгойд хүрч  
 Хацар хэлтгий хүүхэн эрийн толгойд хүрэх  
 
279. Хад сайт үнэг бардам 
Хадам сайт хүргэн бардам 
 
280. Хадам эх халтай 
Хойт эх хортой 
 
281. Хайрласан нохой хацар долооно  
Халамжилсан эхнэр хацар илнэ.  
 
282. Харьд гарсан хүүхэн  
Хаданд шидсэн чулуу 
 
283. Хойт эх эх биш  
Хошногоны шөл шөл биш  
 
284. Хон хэрээ улайч 
   Хоёр хүүхэн жүтээч 
 
285. Хонины мах хомсог  
Хойт эх тунсаг  
 
286. Холын замыг ойртуулах морь эрдэнэ 
     Хоёр айлыг ойртуулах хүүхэн эрдэнэ 
 
287. Хөлдүү газар лантуу 
   Хөгшин хүүхэн мантуу 
 
288. Хөдөө хөхрөхгүй эр эр биш 
 Гүвээ даваагүй морь агт биш 
 
289. Хулгайч нохой хуцхаараа 
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  Хуйхар хүүхэн инээхээрээ 
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290. Хүний хүү зорьсондоон  
Хүлгийн хүү харайсандаан 
 
291. Хүний хүү өсдөг  
Эсгий бие сунадаг  
 
292. Хүний хүү ургаан мэдэх  
Хүлгийн хүү нутгаан /газраан/ мэдэх  
 
293. Хүний хүү хүрэн эрээн бөөртэй 
Өөрийн хүү өндгөн цагаан бөөртэй 
 
294. Хүний хүүгийн зориг мохтол 
Хүлэг морины туурай элтэл /явах/ 
 
295. Хүний хэл хортой 
Хүрэнгийн мах заартай 
 
296. Хүргэн хүү тусаан үзүүлэх  
Хүрэн үхэр хүчээн харуулах  
 
297. Хүргэн хүүгийн хүзүү бөх  
Хүний малын нуруу бөх  
 
298. Хүү асарсан толгой цустай 
Мал асарсан ам тостой 
 
299. Хүүг ажлаар нь  
Хүүхнийг үйлээр нь  
  
300. Хүүд хишиг багадахгүй 
Хүүхэнд хушга багадахгүй 
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301. Хүүтэй хүний ам нь нойтон  
Хүүгүй хүний нүд нь нойтон  
 
302. Хүүтэй хүнтэй бүү мэлз 
Гүүтэй хүнтэй бүү мөрийц 
 
303. Хүүхдийн ааш сайхан бол аав ээжийг магтах  
 Сурагчийн эрдэм төгөлдөр бол багшийн ёсыг мартах 
  
304. Хүүхэн байвал хүргэн хаа мундах вэ 
 Хүрээ байвал наймаа хаа мундах вэ 
 
305. Хүүхний муу ээжийдээ 
Эдийн муу эзэндээ 
 
306. Хэвлийн хүүхдэд нэргүй 
Хэсүүл эмд үргүй 
 
307. Хэрүүл хийдэг эхнэр нэг хэцүү  
Хэдгэнээс айсан үхэр нэг хэцүү  
 
308. Хэрцгий сэтгэлт хүү эцэгтээн дайсан  
 Тачаангуй уурт эм эрдээн дайсан  
 
309. Хэлийн гөрөөс эзэнгүй 
   Хэтийэ гал утаагүй 
 
310. Хэдгэнээс зугтсан үхэр хэцүү 
   Хэрүүлд дуртай эм хэцүү 
 
311. Хэрцгий сэтгэлт хөвгүүн,эцэгтээ дайсан 
     Дачаангүй уурт эм,эртээ дайсан 
  
312. Цагаан зээр, охин хүн хоёр нутаггүй 
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Царил зээтүү хоёр эзэн мундахгүй 
 
A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
313. Цэргийн хүний чих даарахгүй 
   Цэмцэгэр хүүхний гуя даарахгүй 
 
314. Шарсан мах шар дардаг 
   Шарласан хүүхэн дур дардаг 
 
315. Шинэ бэрийг яарахад  
Ширмэн тогоо яарахгүй  
 
316. Шинэ бэр үзхээр 
   Шинэ хүүхэд үз 
 
317. Эдийн чанар үнэндээ 
Эхнэрийн чанар үнэнчдээ 
 
318. Эдийн чанар эдлэхэд мэдэгдэнэ 
Эхнэрийн чанар ханилахад мэдэгдэнэ 
 
319. Эдээрээн оролдвол эвдэхийн тэмдэг  
 Эхнэрээрээн оролдвол салахын тэмдэг  
 
320. Эргэн эргүү эмээ магтдаг 
   Дунд эргүү биеээ магтдаг 
   Адаг эргүү морио магтдаг 
 
321. Эдэд үл шунагч 
Эрийн манлай 
 Эрдэмд үл бардамнагч  
 Мэргэний манлай 
 
322. Эзэн муутын хороо хүйтэн  
Ээж муутын хоол хүйтэн 
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A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
323. Эм хүн уран аргаар  
Эр хүн дориун чадлаар  
 
324. Эр муу боловч эмийн дээр  
Эмээл муу боловч морины дээр  
 
325. Эр муу боловч эхийгээн тэжээдэг  
Шувуу дэлэнгүй боловч үрээн тэжээдэг  
Эзэн сайтай морь номхон  
 
326. Эр хүн арван гурван мэхтэй 
Эд бөс ар өвөр талтай 
 
327. Эрд ижлдвэл ээж ааваа мартах 
   Өвчин эдгэвэл эмчийгээ мартах 
 
328. Эр хүн атаанаас  
Эм хүн жөтөөнөөс 
 
329. Эр хүн долоо дордож найм сэхдэг  
 
330. Эр хүн зоригтой бол чоно чацга алдана 
 
331. Эр өсдөг эсгий сундаг 
 
332. Эр хүн санасандаан хүрэхгүй бол эм шинжийг олох  
Эр морь харайсандаан хүрэхгүй бол гүү шинжийг олох  
 
333. Эр хүн туг ч барина 
Тугал ч хариулна 
 
334. Эр хүн тавьтартай нь дээр  




A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
335. Эр хүн эс эндвэл ноён болно  
Эрэг эс нурвал уул болно.  
 
336. Эр хүний замын хүзүү урт  
 
337. Эр хүний хэлсэн тосон дээгүүр  
Эм хүний хэлсэн усан дээгүүр  
 
338. Эр эмийн дунд  
Илжиг бүү жороол  
 
339. Эр эндэвч  
Эргэж дэгждэг  
 
340. Эр эс эндвэл эрдэмт сайд болно  
 Эрэг эс нурвал уул хад болно 
 
341. Эргүй эм зайдан  
Эмээлгүй морь зайдан  
 
342. Эрд илүү амуу бий 
Эмд илгэн торго бий 
 
343. Эрдмээр муу нударганд эрддэг  
Эрийн муу архинд эрддэг  
 
344. Эрдэнэ тана элэгдэх тутам өнгө ордог  
 Эр хүн зовох тутам ухаан ордог  
 
345. Эрийг бүү бас 
Далайг бүү янд  
 
346. Эрийн нас дардаг  




A.Сайн мэддэг буюу өдөр тутам хэрэглэдэг.    B.Мэддэг.     C.Мэдэхгүй. 
 
347. Эрийн боол гэрийн зарц 
 
348. Эрийн муу архинд эрдэх  
Эмийн муу хэрүүлд эрдэх  
 
349. Эрийн сайн чармайлгад  
Эрдмийн сайн суралцлагад  
 
350. Эргүй эм задгай 
   Эрэггүй ус задгай 
 
351. Эрийн хүчинд эм танхай 
Эврийн хүчинд буга танхай 
 
352. Эр сайтай эм төлөв 
   Эзэн сайтай морь номхон 
 
353. Эхийн санаа үрд  
Үрийн санаа ууланд /Чулуунд/ 
 
354. Эцэг эхтэй хүүхэд цовоо 
Эзэн сайтай мал цовоо  
 
355. Эцэггүй хүү зайгуул  
Эхгүй охин зайдан  
 
356. Ээжгүй охины бөгс том 
Эцэггүй хөвгүүний толгой том 
 
357. Ээжээрээн заалгах нь охины ёс  
Эцгээн залгамжлах нь хүүгийн журам 
  
357. Эхт өнчин өөдөө                
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     Эцэгт өнчин уруугаа 
 










年齢：   性別：      職種：       学歴：    
同居している人：夫・ 妻・ 子供・ 父親・ 母親・ 祖父・ 祖母・その







D  まったく関心がない  
E  わからない 
 
2. (1で C、Dのいずれかを選択なさった方は)関心がない理由を選んでください。 
A  内容が古く、現代の人々の価値観と合わないから 
B かならずしも使う必要があるとは思わないから 
  C 知っていることわざが少なく、使う時がないから 
  D ことわざを学んでいないから 
Eそのほか (よろしければ具体的に記入してください) 






   D  家あるいは家族の人から 
  E  インターネットで 
  F  会話から 
 
4. どんな時ことわざを使っていますか？((複数回答していただいて結構です) 
  A 子供の教育 
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  B 家族あるいは友人との会話 
C仕事の際 
D口論になった時 









  A よく使っている 
  B 時々使っている 
  C あまり使っていない 
  D まったく使っていない 
  E  わからない 
 
7. ことわざには文化と価値観が表れていると思いますか？ 
  A  かなり現れていると思う           
  B  現れていると思う 
    C  あまり現れていないと思う 
  D 現れていないと思う 




  A  合っていると思う 
  B  かなり合っていると思う 
  C  あまり合っていないと思う 
  D  合っていないと思う 





















  E そうとは思わない。 
  F よくわからない。 
                
例えば： 
 女の猿知恵            ア  ○イ   ウ        D    ○E     F 
 
 
1. 母の折檻より隣の人の扱いが痛い ア    イ    ウ   D      E       F 
 
2. 地震雷火事親父               ア    イ     ウ         D      E       F 
 
3. 父親はぼくより年上             ア     イ    ウ         D       E       F 
 
4. 母も母なら娘も娘               ア     イ    ウ        D       E       F 
 
5. 父の恩は山より高く、母の恩は海より深し  
ア     イ    ウ      D       E       F 
 
6. 父は天、母は地                    ア     イ     ウ       D       E       F 
 












8. 此の父有りて斯にこの子あり      ア    イ    ウ          D       E       F 
9. 娘出世に親貧乏                  ア    イ    ウ          D       E       F   
 
10. 娘の子は強盗八人                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
11. 娘を見るより母を見よ            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
12. 娘一人に婿八人                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
13. 娘三人持てば身代潰す              ア    イ    ウ          D       E       F  
 
14. 娘に甘いは父親の習い            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
15. 十五六の娘は箸の倒れたのもおかしがる  ア    イ    ウ       D      E       F 
 
16. 嫁の朝立ちは娘の夕立ち          ア    イ    ウ          D       E       F 
 
17. 女房は質においても朝酒はやめられない 
ア     イ    ウ        D       E       F 
 
18. 家になくしてならぬものは上がり框と女房     
 ア     イ    ウ        D       E       F      
                   
19. 女房は家の大黒柱               ア    イ     ウ        D       E       F  
 
20. 嫁と姑、犬と猿                 ア    イ     ウ        D       E       F  
 
21. 孝は妻子に衰う                 ア    イ    ウ          D       E       F  
 
22. 人の女房と枯れ木の枝ぶり      ア     イ    ウ          D       E       F  
 
23. 鬼の女房に鬼神                 ア     イ    ウ         D       E       F 
 




25. 嫁は憎いが孫は可愛い            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
26. 女房と味噌古いほどよい           ア    イ    ウ          D       E       F 
 
27. 妻の恥は夫の恥                 ア    イ    ウ          D       E       F 
 
28. 悪妻は百年の不作                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
29. 嫁を見るより親を見よ            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
30. 夫唱えて妻随う                   ア    イ    ウ          D       E       F 
 
31. 一生の得は良い女房を持った人   ア    イ    ウ          D       E       F 
 
32. 女房と畳は新しい方が良い        ア    イ    ウ          D       E       F 
 
33. 男は辞儀に余れ                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
34. 男は裸百貫                      ア    イ    ウ          D       E       F 
 
35. 稼ぎ男に繰り女                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
36. 小男の腕立て                    ア    イ    ウ          D       E       F 
 
37. 小男の総身の知恵も知たれもの    ア    イ    ウ          D       E       F 
 
38. 据え膳食わぬは男の恥            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
39. 咳払いも男の法                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
40. 銭なき男は帆の無き舟の如し      ア    イ    ウ          D       E       F 
 
41. 布は緯から男は女から            ア    イ    ウ          D       E       F 
 




43. 彼岸過ぎての麦の肥料、三十過ぎての男に意見                     
 ア    イ    ウ          D      E       F 
44. 青菜は男にみせな                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
45. 一押し二金三男                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
46. 武士(男)に二言なし               ア    イ    ウ          D       E       F 
 
47. 男女(三歳にして)席を同じくせず   ア    イ    ウ          D       E       F 
   
48. 遠くて近きは男女の中            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
49. 男は外回り、女は内回り           ア    イ    ウ          D       E       F 
 
50. 男の子は他人が叱る、女の子は親が意見する  
ア    イ    ウ          D       E       F 
 
51. 藁で束ねても男は男              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
52. 男は当たって砕けろ              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
53. 男は閾を跨げば七人の敵がある     ア    イ    ウ          D       E       F 
 
54. 男やもめに蛆がわき、女やもめに花が咲く  
                ア    イ    ウ       D       E        F 
 
55. 男は天下を動かし、女はその男を動かす  
ア    イ    ウ        D        E        F          
 
56. 男は生まれた時と親が死んだとき以外には泣かぬもの      
            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
57. 大男総身に知恵が回りかね         ア    イ    ウ          D       E       F 
 




59. 朝雨は女の腕まくり              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
60. 女は三界に家なし                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
61. 女の一念岩をも透す              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
62. 女の心は猫の眼                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
63. 鏡は女の魂                    ア    イ    ウ          D       E       F 
 
64. 酒は古酒、女は年増               ア    イ    ウ          D       E       F 
 
65. 七人の子はなすとも女に心許すな  ア    イ    ウ          D       E       F 
   
66. 女子と小人は養い難し            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
67. 恪気嫉妬は女の常                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
68. 美女舌を破る                    ア    イ    ウ          D       E       F 
 
69. 嫌じゃ嫌じゃは女の癖            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
70. 女の話は一里限り                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
71. 女の細腕                         ア    イ    ウ          D       E       F 
 
72. 女の言うことには富士の山もなびく   ア    イ    ウ         D       E       F 
 
73. 女は魔物                          ア    イ    ウ          D       E       F 
 
74. 女は女同士                       ア    イ    ウ          D       E       F 
 
75. 女は氏無くて玉の興に乗る       ア    イ    ウ          D       E       F 
 




77. 女の心と秋吹く風は夜に七遍変わる  ア    イ    ウ          D       E       F 
   
78. 女の子は女に付く                 ア    イ    ウ          D       E       F 
 
79. 女の猿知恵                     ア    イ    ウ          D       E       F 
 
80. 女の子には学問いらぬ        ア    イ    ウ          D       E       F 
   
81. 女は受け身                      ア    イ    ウ          D       E       F 
 
82. 亭主関白                        ア    イ    ウ          D       E       F 
 
83. 女房の妬くほど亭主もてもてせず   ア    イ    ウ         D       E       F 
 
84. 夫婦ハ両親五両                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
85. 似合う夫婦の鍋の蓋（破れ鍋に綴じ蓋）ア    イ    ウ          D       E       F 
 
86. 夫婦の喧嘩は犬も食わない        ア    イ    ウ          D       E       F 
 
87. 夫婦は苦楽を共にす              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
88. 夫婦は他人の集まり               ア    イ    ウ          D       E       F 
 
89. 良き夫は良き妻を作る            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
90. 愛立てないは祖母(ばば)育ち       ア    イ    ウ          D       E       F 
 
91. 道楽息子に妹の意見              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
92. 婿取り天井なし                  ア    イ    ウ          D       E       F 
 
93. 親なき後は兄が親                ア    イ    ウ          D       E       F 
 




95. 姑冷飯、嫁にほやほや             ア    イ    ウ          D       E       F 
 
96. 亭主の好きな赤烏帽子              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
97. 姑が憎けりゃ夫まで憎い           ア    イ    ウ          D       E       F 
 
98. 犯罪の陰には必ず女あり           ア    イ    ウ          D       E       F 
 
99. 婿には花を持たせ                ア    イ    ウ          D       E       F 
 
100. 姑の場ふさがり              ア    イ    ウ          D       E       F 
 
101. 婿八人役                    ア    イ    ウ          D       E       F 
 
102. 入り婿は火を焚く            ア    イ    ウ          D       E       F 
 
103. 婿は座敷から貰え嫁は庭から貰え   ア    イ    ウ      D      E       F 
 






















Зүйр цэцэн үгний тухай анкет судалгаа 1 
 
     Танд энэ өдрийн мэнд хүргэе. 
 Орчин үеийн хүмүүс зүйр цэцэн үгийг хэр мэддэг, хэрхэн хэрэглэж 
байгааг мэдэх зорилготой судалгаа хийж байгаа тул тусалцаа үзүүлнэ 
үү? Баярлалаа. 
Нас:      хүйс:        боловсорол: 
Гэр бүл : эцэг. эх. өвөө. эмээ. нөхөр. эхнэр. хүүхэд. ах эгч дүү. буюу 
бусад  
Заавар: та доорхи асуултанд зөвхөн өөрийн чинь саналд тохирсон 
хувилбарыг дугуйлна уу.  
 
1. Та зүйр цэцэн үг сонирхдог уу 
A. маш их сонирхдог. 
   
   B. бага зэрэг сонирхдог. 
 
   C. төдийлөн сонирхдоггүй 
 
   D. Огт сонирхдоггүй. 
 
E. мэдэхгүй. 
2. (дээрх асуултаас C, D хариултыг сонгосон бол) сонирхдоггүй 
шалтгаанаа хэлнэ үү? 
 
A. Агуулга хуучирсaн,орчин үеийн хүмүүсийн үзэл бодолтoй 
таарахгүй болсон учраас 
   
B. Заавал хэрэглэх шаардлагагүй гэж боддог учраас  
    
C. Зүйр цэцэн үг сайн мэдэхгүй, хэрэглэх үе гардаггүй учраас 
 
D. Зүйр цэцэн үгийг сонсож байгаагүй учраас 
E. бусад(шалтгаанаа бичнэ үү) 
59 
 
3. Та зүйр цэцэн үгийг хаанаас сонсож мэддэг вэ? (нэгээс дээш байж 
болно) 
A . Телвиз, радио 
   
B. Ном ,сэтгүүл 
    
C. Ажлын байр 
 




F. Аман яриа 
4. Та ямар үед зүйр цэцэн үгийг хэрэглэдэг вэ? (нэгээс дээш байж 
болно) 
A . Хүүхдийг сурган хүмүүжүүлэхэд 
    
B. Гэр бүл буюу найз нөхдийн харилцаанд 
    
C. Ажлын байранд 
 
D. Хэрүүл маргаанд 
 
E. Бусад((шалтгаанаа бичнэ үү) 
 5.Т а өөрийгээ зүйр цэцэн үгийг хэр мэддэг гэж боддог вэ? 
 
A. Сайн мэддэг гэж боддог. 
 
B. Бага зэрэг мэддэг. 
 
C. Төдийлөн мэдэхгүй 
 
D. Огт мэдэхгүй 
 




6. Сүүлийн үед та зүйр цэцэн үгийг хэр хэрэглэж байна вэ? 
A. Байнга хэрэглэдэг. 
 
B. Хааяа хэрэглэдэг. 
 
C. Нэг их хэрэглээгүй 
    
   D. Огт хэрэглэдэггүй 
  
   E. Мэдэхгүй 




B. Бага зэрэг 
 
C. Төдийлөн тусгагддаггүй 
 
D. Огт тусгагддаггүй 
 
E. Мэдэхгүй 
8. Таны мэддэг зүйр цэцэн үгийн агуулга орчин үе дэх хүмүүсийн 
эрэгтэй эмэгтэйгээр ялгах үзэл санаатай таарч байна гэж боддог уу? 
Жиш:  Эр хүн зорьсондоо эс хүрвэл        
           Эм шинжийг олно, 
           Эр морь харайсандаа эс хүрвэл 
           Гүү шинжийг олно. 
 
Хүүтэй хүний ам нь нойтон         
          Хүүгүй хүний нүд нь нойтон.  
      A. Таарч байна гэж боддог 
     B. Сайн таардаг 
     C. Төдийлөн таарахгүй гэж боддог 
     D. Огт таарахгүй  






Зүйр цэцэн үгний тухай анкет судалгаа 2 
 
     Танд энэ өдрийн мэнд хүргэе. 
 Орчин үеийн хүмүүс зүйр цэцэн үгийг хэр мэддэг, хэрхэн хэрэглэж 
байгааг мэдэх зорилготой судалгаа хийж байгаа тул тусалалцаа 
үзүүлнэ үү? Баярлалаа . 
 
Нас:      хүйс:        боловсорол: 
Гэр бүл : эцэг, эх, өвөө, эмээ, нөхөр, эхнэр, хүүхэд, ах эгч дүү, буюу 
бусад  
Заавар: та доорхи асуултанд зөвхөн өөрийн чинь саналд тохирсон хувилбарыг 
дугуйлна уу.     Жишээ: ○A    B   C    D  ○E    F  
Нэг. Зүйр цэцэн үгийг хэр мэддэг, хэр зэрэг хэрэглэдэг вэ? 
 






Хоёр. Хүйсийн ялгаанд хандах үзэл санаатай таарч байна гэж бодож байна уу? Энэ 
зүйр цэцэн үгийн агуулга орчин үе дэх хүмүүсийн үзэл санаатай таарч байна гэж 
бодож байна уу ? 





F. Сайн мэдэхгүй 
 
1. Ааваасаа өөр хүн таньдаггүй      A    B    C    D    E    F 
Агтнаасаа өөр мал мэддэггүй. 
 




Ээжээ санавал нагацаа. 
 
3. Ааваа ачил                     A    B    C    D    E    F 
Ахдаа дүүчил.  
 
                             
4. Аавдаа адуу манахыг зааж        A    B    C    D    E    F 
Ээждээ утас ээрэхийг сургана.  
 
5. Аав нь бүгдийн хаан             A    B    C    D    E    F 
Ах нь дүүгийн хаан.  
 
6. Аавын бийд хүн тань            A    B    C    D    E    F 
Агтны бийд газар тань. 
 
7. Аавын үг алт ээжийн үг эрдэнэ.    A   B    C    D    E    F 
  
8. Аавын үгүйд ах нь аав            A    B    C    D   E    F 
  Ээжийн үгйд эгч нь ээж. 
  
9. Алт мөнгийг эрээд олно          A    B   C    D    E    F 
Аав ээжийг эрээд олохгүй. 
  
10. Алтыг нь аваад                 A    B   C    D    E    F 
 Авдрыг нь хаях, 
   Эхий нь аваад 
   Үрий нь гээх. 
 
11. Сиймхий ч бол гэр минь       A    B    C    D    E    F  
Сэгсгэр ч бол ээж минь. 
   
12. Төрийн хэлхээ эрдэм           A    B   C    D    E    F 
   Төрлийн хэлхээ эцэг эх.      
   
13. Эхт өнчин өөдөө               A    B    C    D    E    F 
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   Эцэгт өнчин уруугаа. 
 
14. Эзэн муутын хороо хүйтэн      A    B    C    D    E    F 
   Ээж муутын хоол хүйтэн.   
 
15.Эцэг эхтэй хүүүхэд цовоо       A    B    C    D    E    F 
   Эзэн сайтай мал цовоо.  
    
16. Аавын хүү азтай байдаг        A    B    C    D    E    F 
Алтан шоо нүхтэй байдаг . 
 
17.Аавын хүү алдраараа гайхуулна   A    B    C    D    E    F 
Ээжийн хүү эрдмээрээ гайхуулна. 
 
18. Оргүй байхаар                 A    B    C    D    E    F 
Охинтой бай. 
 
19. Сайхан хүүхэн жаргалын чимэг   A    B    C   D    E    F 
Ухаантай эх гэрийн чимэг.  
 
20. Муу охиноос                 A    B    C    D    E    F 
Сайн хүргэн дээр.
   
21.Үүд муутын хоймор бүү суу      A    B    C    D    E    F 
Эх муутын охиныг бүү ав. 
   
22. Хүүтэй хүний ам нь нойтон      A    B    C    D    E    F 
   Хүүгүй хүний нүд нь нойтон. 
   
23. Эр өсдөг                   A    B    C    D    E      F 
Эсгий сунадаг. 
  
24. Хүн тэжээвэл толгой цустана   A    B    C    D    E     F 
Мал тэжээвэл ам тостоно. 
   
25. Хүний хүү зорьсондоо        A    B    C    D     E     F 
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Хүлэг морь харайсандаа. 
    
26. Хүний хүү хүрэн эрээн бөөртэй    A   B   C    D   E     F 
Өөрийн хүү өндгөн цагаан бөөртэй. 
 
27. Хүний ханш ядарсан цагт       A    B    C    D    E    F 
   Хүүгийн ач хөгширсөн цагт. 
   
28. Хүүг ажлаар нь              A    B    C     D    E     F 
   Хүүхнийг үйлээр нь. 
   
29. Хүүхний муу ээжийдээ        A    B    C    D    E     F  
Эдийн муу эзэндээ. 
 
30. Охин хүн баруун нүд сохор    A    B    C    D    E      F 
   Барлаг хүн хоёр нүд сохор 
   
31.Ээжгүй охины хөх том        A    B    C    D    E      F 
Эцэггүй хөвгүүний толгой том. 
 
32 .Эцэггүй хөвгүүн зайдан       A    B    C    D    E     F 
Эхгүй охин зайдан. 
  
33. Ээжээрээн заалгах нь охины ёс      A   B   C    D    E   F 
 Эцгээн залгамжлах нь хүүгийн ёс. 
  
34. Цагаан зээр, охин хүн хоёр нутаггүй   A   B   C  D   E    F 
Царил, зээтүү хоёрт эзэн мундахгүй. 
 
Хадам эх, хойт эхийн тухайд 
 
35. Хадам эх халтай             A    B    C    D    E      F  
Хойт эх хортой. 
 
36. Хойт эх, эх биш              A    B    C    D    E      F  
Хошногоны шөл, шөл биш. 
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37. Хонины мах хомсог         A    B    C    D     E      F  
Хойт эх тунсаг. 
 
38. Ёолж төрөхгүй бол үр биш     A   B    C    D     E     F 
Ёсолж авахгүй бол эм биш. 
  
39. Жирэмсэн хүний шээх газраас   A   B    C    D     E    F 
Холдож үзээгүй   
Жижиг тугалын билчээрээс 
Гарч үзээгүй. 
 
40. Муу лам сүмийн булай           A    B    C    D    E   F 
Муу эм гэрийн булай. 
 
41. Муу л бол баруун гэрийн хар эм    A    B   C    D   E    F 
Муухай л бол хойд захын хар овоохой. 
 
42. Муу хүн муугаар цайлна      A    B    C    D     E     F 
   Муу эм бузраар дайлна. 
 
43. Муу эм хормой баастай       A    B    C    D     E     F 
 Сайн эм атга баастай. 
 
44. Муу эм эмээр идээших       A    B    C    D     E     F 
   Муу эр архиар идээших. 
 
45. Муу эмээл морины дайсан     A    B    C    D     E     F 
Муу эм эрийн дайсан. 
 
46. Садар эм гэр бузарлана       A    B    C    D     E     F 
Шарваа өлөгчин хот бузарлана.  
  
47. Сайн нохой хотоо сахина      A    B    C    D     E     F 
  Муу эм үүд хэснэ. 
  
48. Сарлагийн үхэрт эмээл зохихгүй    A   B   C   D    E    F 
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Савсаг эмд архи зохиххгүй                
 
49. Сайн эм хань                 A     B    C    D    E    F 
Муу эм ад.   
 
50. Хэвлийн хүүхдэд нэргүй          A   B   C    D    E    F 
Хэсүүл эмд үргүй  
 
51. Хэдгэнээс зугтсан үхэр хэцүү      A   B   C    D    E    F 
 Хэрүүлд дуртай эм хэцүү.  
 
52. Эм хүн уран аргаар              A   B   C    D    E    F 
   Эр хүн дориун чадлаар.   
 
53. Эм муу боловч насандаа          A   B   C    D    E    F 
   Хоршоо муу боловч жилдээ. 
  
54. Эмчийн муугаас үхнэ            A   B   C    D    E    F 
Эмийн муугаас ядуурна. 
  
55. Эрийн боол гэрийн зарц .         A   B   C    D    E    F 
  
56. Эрийн хүчинд эм танхай         A   B   C    D    E    F 
Эврийн хүчинд буга танхай. 
    
57. Эрийн хүчинд                  A   B   C    D    E    F 
Эхнэрийн царай дээшээн 
Эзний хүчинд 
Нохойн сүүл өөдөөн.   
 
58. Эр хүний хэлсэн тосон дээгүүүр    A   B   C    D    E    F 
Эм хүний хэлсэн усан дээгүүр.   
 
Эрэгтэй хүний тухайд 
 
59. Алт удах тутам өнгө ордог         A   B   C    D    E    F 
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Эр хүн зовох тутам эрдэм нэмдэг 
 
60. Гуталдаа хавчигдсан хөл хөөрхий   A   B   C    D    E    F 
Эхнэртээ хавчигдсан эр хөөрхий. 
 
61. Идэхэд эрээ гаргахаар            A   B   C    D    E    F 
Ажилд эрээ гарга.   
    
62. Муу эр айлч                     A   B   C    D    E    F 
Муу эм цайч. 
 
63. Муу эр мод, чулуу              A   B   C     D    E     F 
Сайн эр нум саадаг .  
 
64. Муу эр                      A   B   C      D    E     F 
Эмдээ барлаг.   
 
65. Муу эрийн уур гэрээр дүүрэн    A    B   C     D     E   F 
   Муу эмийн үс ороор дүүрэн.   
  
66. Муу эр дайнд хөөрөх           A   B   C     D    E     F 
   Хужир давс наранд хөөрөх 
Мунхаг хүн магтаалд хөөрөх.   
 
67. Муу эр мянга үхнэ            A   B   C      D    E     F 
   Сайн эр ганц үхнэ.     
 
68. Сайн эрийн санаа цагаан       A   B   C      D    E     F 
   Муу эрийн сэтгэл хар.    
 
69. Салан хүүхэн самаа гээдэг      A   B   C      D    E     F 
Саар эр саадгаа гээдэг.    
 
70. Уулыг цас дарна              A   B   C      D    E     F 




71. Харгис гэгч муу эрийн явдал    A   B   C      D    E     F 
   Шударга гэгч чадалтай хүний ёс. 
 
72. Хөдөө хөхрөхгүй эр эр биш    A   B   C      D    E     F 
Гүвээ даваагүй морь агт биш. 
 
73. Эр энддэг                   A   B   C      D    E     F 
Эрэг нурдаг. 
 
74. Эрэг эс нурвал хан хад болно    A   B   C     D    E     F 
Эр хүн эс эндвэл хүрэл эрдэнэ зүрхтэй болно. 
 
75. Эр хүн зорьсондоо эс хүрвэл    A   B   C      D    E     F    
   Гүү шинжийг олно.   
 
76. Эр хүн долоо дордож найм сэхдэг.   A   B   C   D    E    F 
 
77. Эр хүн туг ч барина          A    B   C      D    E     F 
   Тугал ч хариулна. 
 
78. Эр хүн зоригтой бол           A   B   C      D    E     F 
Чоно чацга алдана. 
 
79. Эр хүн арван гурван мэхтэй     A   B   C      D    E     F 
   Эд бүс ар өвөр хоёртой. 
 
80.Эр муу боловч эхийгээ тэжээдэг   A   B   C    D    E     F 
   Шувуу дэлэнгүй боловч үрээн тэжээдэг 
 
81. Эрийн муу архинд эрдэх       A   B   C      D    E     F 
   Эмийн муу хэрүүлд эрдэх. 
 
82. Эр хүний замын хүзүү урт      A   B   C      D    E     F 
 
83. Эрийг бүү бас               A   B   C      D    E     F 




84. Эр хүн атаанаас               A   B   C      D    E     F 
   Эм хүн жөтөөнөөс 
 
85. Эр муу боловч эмийн дээр      A   B   C      D    E     F 
   Эмээл муу боловч морины дээр.  
     
86. Аалигүй хүүхэн инээмтгий      A   B   C     D    E     F 
Ажилгүй хүн унтамтгай.    
 
87. Дуутай тэнгэр хургүй          A   B   C      D    E     F 
Цуутай хүүхэн хуримгүй. 
 
88. Магтсан хүүхэн хуримандаа     A   B   C     D    E     F 
Бахтсан бөхчүүд даваандаа. 
 
89. Олон хүүхэнтэй газар          A   B   C      D    E     F 
Хов тасардаггүй, 
 Олон ямаатай хонь  
 Билчээрт тогтдоггүй. 
 
90. Сайн хүүхэн харьд гарахгүй     A   B   C     D    E     F 
Сайн морь нутаг алдахгүй. 
 
91. Сайн моринд ганц эмээл        A   B   C     D    E     F 
Сайн хүүхэнд нэг эр 
 
92. Харьд гарсан хүүхэн           A   B   C      D    E     F 
Хаданд шидсэн чулуу. 
 
93. Аваагүй байхад авгай сайхан   A   B   C      D    E     F 
Алаагүй байхад үнэг сайхан. 
 





95. Ааш муутай эхнэр            A   B   C      D    E     F 
Айлтай айл явахгүй   
Атгаг сэтгэлтэй эр  
Арын хөтөл давахгүй. 
 
96. Ааштай хүн хүндээ барна      A   B   C      D    E     F 
   Аальгүй эхнэр нэрээн барна. 
 
97. Гэдэс цадвал гэрээн мартах     A   B   C      D    E     F 
   Гэргий авбал ээжээн мартах. 
   
98. Муу идэш жилийн гай         A   B   C      D    E     F 
Муу эхнэр насны гай. 
 
99. Сайн морь замын хань       A   B   C      D    E     F 
Сайн эхнэр насны хань. 
 
100. Унаа сайтын явдал бүтэн      A   B   C      D    E     F 
  Авгай сайтын нэр бүтэн. 
 
101. Эдийн чанар эдлэхэд мэдэгдэнэ   A   B   C    D    E     F 
Эхнэрийн чанар ханилахад мэдэгдэнэ.  
  
102. Эдээрээ оролдвол эвдэхийн тэмдэг   A   B   C   D   E   F 
Эхнэрээрээ оролдвол салахын тэмдэг.  
 
103. Эдийн чанар үнэндээ          A   B   C     D    E     F 
  Эхнэрийн чанар өнгөндөө.   
 
104. Сайн бэргэн ээж мэт          A   B   C      D    E     F 
Сайн бэр охин мэт.     
 
105. Шинэ бэрийг яарахад         A   B   C      D    E     F 
Ширмэн тогоо яарахгүй.     
 
106. Айлд орсон хүргэн хүндгүй    A   B   C      D    E     F 
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Авдарт залсан бурхан хүндгүй.     
 
107. Хүргэн хүүгийн хүзүү бөх     A   B   C      D    E     F 
Хүний малын нуруу бөх.  
  
 
108. Хүүхдийг бага дээр нь        A   B   C      D    E     F 
    Хүргэнийг шинэ дээр нь.    
 
109. Хүргэн хүү тусаан үзүүлэх     A   B   C     D    E     F 
Хүрэн үхэр хүчээн харуулах.    
 
110. Хүргэний гэрт хүнийх шиг     A   B   C     D    E     F 
    Хүүгийн гэрт өөрийнх шиг.   
 
111. Ахаа алд хүндлэх           A   B   C      D    E     F 
Дүүгээ дэлэм хүндлэх.    
 
112. Ах сайтын дүү цэцэн        A   B   C      D    E     F 
Ажил сайтын гэр цэмцгэр.   
 
113. Ахын хишиг дүүд олдох     A   B   C      D    E     F 
    Дүүгийн хишиг ахад олдохгүй.   
 
114. Дөрөө урт ч газар хүрэхгүй    A   B   C      D    E     F 
Дүү сайн ч ахад хүрэхгүй.   
   
115. Ах дүүгийн хол нь дээр       A   B   C      D    E     F 
    Аргал усны ойр нь дээр.   
 
116. Ах нь хэлдэг                A   B   C      D    E     F 
Дүү нь сонсдог.   
 
 
                             Баярлалаа 
 
